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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信において制御チャネル要素をインデックス付けする方法であって、
　ダウンリンクサブフレームのセット中のダウンリンク制御メッセージを監視することと
、ここにおいて、ダウンリンクサブフレームの前記セット中の少なくとも１つのサブフレ
ームが、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）メッセージのために構成され、ダ
ウンリンクサブフレームの前記セット中の少なくとも１つのサブフレームが、拡張物理ダ
ウンリンク制御チャネル（ＥＰＤＣＣＨ）メッセージのために構成される、
　ダウンリンクサブフレームの前記セット中の各サブフレームにわたって拡張制御チャネ
ル要素（ＥＣＣＥ）をインデックス付けすることと、ここにおいて、前記ＥＣＣＥは、Ｐ
ＤＣＣＨが監視されるサブフレームおよびＥＰＤＣＣＨが監視されるサブフレームを含む
ダウンリンクサブフレームの前記セット中の各サブフレームにわたって連続的にインデッ
クス付けされ、ここにおいて、前記ＥＣＣＥのインデックス付けは、ダウンリンクサブフ
レームの前記セット中のサブフレームの総数に基づく、
　ダウンリンクサブフレームの前記セット中の少なくとも１つのサブフレーム中のダウン
リンク制御メッセージを受信することと、前記ダウンリンク制御メッセージがＥＰＤＣＣ
Ｈメッセージを備える、
　前記ＥＰＤＣＣＨメッセージを備える前記受信されたダウンリンク制御メッセージに関
連付けられたＥＣＣＥインデックスを判定することと、
　前記判定されたＥＣＣＥインデックスに基づいてアップリンク制御チャネルリソースを
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識別することと、
　前記識別されたアップリンク制御チャネルリソース上で、前記ＥＰＤＣＣＨメッセージ
を備える前記受信されたダウンリンク制御メッセージに関連付けられた肯定応答／否定応
答（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）指示を送信することと
　を備える、方法。
【請求項２】
　前記ＡＣＫ／ＮＡＣＫ指示を前記送信することは、
　単一のアップリンクサブフレーム中で前記ＡＣＫ／ＮＡＣＫ指示を送信すること
　を備え、前記単一のアップリンクサブフレームが、ダウンリンクサブフレームの前記セ
ット中の前記サブフレームの各々のための共通アップリンクサブフレームである、請求項
１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ＥＣＣＥをインデックス付けすることが、
　ダウンリンクサブフレームの前記セットのサブフレーム内の各ＥＣＣＥに関するインデ
ックス値を増分すること
　を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　後続のサブフレームの最初のＥＣＣＥが、先行するサブフレームの最後のＥＣＣＥに関
して増分されるように、前記インデックス値が、ダウンリンクサブフレームの前記セット
中の各サブフレーム中で増分される、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　複数のＥＰＤＣＣＨリソースセットのための構成を受信すること
　をさらに備え、各ＥＰＤＣＣＨリソースセットが、２つ以上の物理リソースブロック（
ＰＲＢ）ペアを備え、ここにおいて、前記ＥＣＣＥをインデックス付けすることは、各Ｅ
ＰＤＣＣＨリソースセットに別個に関連付けられた前記ＥＣＣＥをインデックス付けする
ことを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　ダウンリンクサブフレームの前記セット中の各サブフレームが、前記ＰＤＣＣＨメッセ
ージまたは前記ＥＰＤＣＣＨメッセージのうちの１つを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　ダウンリンクサブフレームの前記セット中の各サブフレームにわたって制御チャネル要
素（ＣＣＥ）をインデックス付けすることと、ここにおいて、前記ＣＣＥは、ダウンリン
クサブフレームの前記セット中の各サブフレームにわたって連続的にインデックス付けさ
れる、
　ダウンリンクサブフレームの前記セット中の少なくとも１つのサブフレーム中のダウン
リンク制御メッセージを受信することと、前記ダウンリンク制御メッセージがＰＤＣＣＨ
メッセージを備える、
　前記ＰＤＣＣＨメッセージを備える前記受信されたダウンリンク制御メッセージに関連
付けられたＣＣＥインデックスを判定することと、
　前記判定されたＣＣＥインデックスに基づいてアップリンク制御チャネルリソースを識
別することと、
　前記識別されたアップリンク制御チャネルリソース上で、前記ＰＤＣＣＨメッセージを
備える前記受信されたダウンリンク制御メッセージのためのＡＣＫ／ＮＡＣＫ指示を送信
することと
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記ＣＣＥのインデックス付けが、ダウンリンクサブフレームの前記セット中のサブフ
レームの総数に基づく、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　各ＥＰＤＣＣＨメッセージに関連付けられたＥＣＣＥインデックスを識別すること
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　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　ダウンリンクサブフレームの前記セット中の前記サブフレームの各々が、連続するダウ
ンリンクサブフレームである、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記ワイヤレス通信が、時分割複信（ＴＤＤ）ロングタームエボリューション（ＬＴＥ
）システムを備えるワイヤレス通信システムにおいて実行される、請求項１に記載の方法
。
【請求項１２】
　ダウンリンクサブフレームの前記セット中のサブフレームの数が、前記ＴＤＤ　ＬＴＥ
システムのために指定されたダウンリンクおよびアップリンクサブフレーム構成に依存す
る、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記ダウンリンク制御メッセージがダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）メッセージを備え
る、請求項１に記載の方法。
【請求項１４】
　前記ＥＰＤＣＣＨメッセージが、モバイルデバイスに固有の探索空間中で監視される、
請求項１に記載の方法。
【請求項１５】
　前記ＥＰＤＣＣＨメッセージが、２つ以上のモバイルデバイスに共通の探索空間中で監
視される、請求項１に記載の方法。
【請求項１６】
　ダウンリンクサブフレームの前記セット中の各サブフレームがＥＰＤＣＣＨメッセージ
を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１７】
　ワイヤレス通信において制御チャネル要素をインデックス付けするための装置であって
、
　ダウンリンクサブフレームのセット中のダウンリンク制御メッセージを監視するための
手段と、ここにおいて、ダウンリンクサブフレームの前記セット中の少なくとも１つのサ
ブフレームが、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）メッセージのために構成さ
れ、ダウンリンクサブフレームの前記セット中の少なくとも１つのサブフレームが、拡張
物理ダウンリンク制御チャネル（ＥＰＤＣＣＨ）メッセージのために構成される、
　ダウンリンクサブフレームの前記セット中の各サブフレームにわたって拡張制御チャネ
ル要素（ＥＣＣＥ）をインデックス付けするための手段と、ここにおいて、前記ＥＣＣＥ
は、ＰＤＣＣＨが監視されるサブフレームおよびＥＰＤＣＣＨが監視されるサブフレーム
を含むダウンリンクサブフレームの前記セット中の各サブフレームにわたって連続的にイ
ンデックス付けされ、ここにおいて、前記ＥＣＣＥのインデックス付けは、ダウンリンク
サブフレームの前記セット中のサブフレームの総数に基づく、
　ダウンリンクサブフレームの前記セット中の少なくとも１つのサブフレーム中のダウン
リンク制御メッセージを受信するための手段と、前記ダウンリンク制御メッセージがＥＰ
ＤＣＣＨメッセージを備える、
　前記ＥＰＤＣＣＨメッセージを備える前記受信されたダウンリンク制御メッセージに関
連付けられたＥＣＣＥインデックスを判定するための手段と、
　前記判定されたＥＣＣＥインデックスに基づいてアップリンク制御チャネルリソースを
識別するための手段と、
　前記識別されたアップリンク制御チャネルリソース上で、前記ＥＰＤＣＣＨメッセージ
を備える前記受信されたダウンリンク制御メッセージに関連付けられた肯定応答／否定応
答（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）指示を送信するための手段と
　を備える、装置。
【請求項１８】



(4) JP 6125654 B2 2017.5.10

10

20

30

40

50

　前記ＡＣＫ／ＮＡＣＫ指示を送信するための前記手段は、
　単一のアップリンクサブフレーム中で前記ＡＣＫ／ＮＡＣＫ指示を送信するための手段
を備え、前記単一のアップリンクサブフレームが、ダウンリンクサブフレームの前記セッ
ト中の前記サブフレームの各々のための共通アップリンクサブフレームである、請求項１
７に記載の装置。
【請求項１９】
　前記ＥＣＣＥをインデックス付けするための前記手段が、
　ダウンリンクサブフレームの前記セットのサブフレーム内の各ＥＣＣＥに関するインデ
ックス値を増分するための手段
　を備える、請求項１７に記載の装置。
【請求項２０】
　後続のサブフレームの最初のＥＣＣＥが、先行するサブフレームの最後のＥＣＣＥに関
して増分されるように、前記インデックス値が、ダウンリンクサブフレームの前記セット
中の各サブフレーム中で増分される、請求項１９に記載の装置。
【請求項２１】
　複数のＥＰＤＣＣＨリソースセットのための構成を受信するための手段
　をさらに備え、各ＥＰＤＣＣＨリソースセットが、２つ以上の物理リソースブロック（
ＰＲＢ）ペアを備え、ここにおいて、前記ＥＣＣＥをインデックス付けするための手段は
、各ＥＰＤＣＣＨリソースセットに別個に関連付けられた前記ＥＣＣＥをインデックス付
けする、請求項１７に記載の装置。
【請求項２２】
　ダウンリンクサブフレームの前記セット中の各サブフレームが、前記ＰＤＣＣＨメッセ
ージまたは前記ＥＰＤＣＣＨメッセージのうちの１つを備える、請求項１７に記載の装置
。
【請求項２３】
　ダウンリンクサブフレームの前記セット中の各サブフレームがＥＰＤＣＣＨメッセージ
を備える、請求項１７に記載の装置。
【請求項２４】
　ダウンリンクサブフレームの前記セット中の各サブフレームにわたって制御チャネル要
素（ＣＣＥ）をインデックス付けするための手段と、ここにおいて、前記ＣＣＥは、ダウ
ンリンクサブフレームの前記セット中の各サブフレームにわたって連続的にインデックス
付けされる、
　ダウンリンクサブフレームの前記セット中の少なくとも１つのサブフレーム中のダウン
リンク制御メッセージを受信するための手段と、前記ダウンリンク制御メッセージがＰＤ
ＣＣＨメッセージを備える、
　前記ＰＤＣＣＨメッセージを備える前記受信されたダウンリンク制御メッセージに関連
付けられたＣＣＥインデックスを判定するための手段と、
　前記判定されたＣＣＥインデックスに基づいてアップリンク制御チャネルリソースを識
別するための手段と、
　前記識別されたアップリンク制御チャネルリソース上で、前記ＰＤＣＣＨメッセージを
備える前記受信されたダウンリンク制御メッセージのためのＡＣＫ／ＮＡＣＫ指示を送信
するための手段と
　をさらに備える、請求項１７に記載の装置。
【請求項２５】
　前記ＣＣＥのインデックス付けが、ダウンリンクサブフレームの前記セット中のサブフ
レームの総数に基づく、請求項２４に記載の装置。
【請求項２６】
　各ＥＰＤＣＣＨメッセージに関連付けられたＥＣＣＥインデックスを識別するための手
段
　をさらに備える、請求項１７に記載の装置。
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【請求項２７】
　ダウンリンクサブフレームの前記セット中の前記サブフレームの各々が、連続するダウ
ンリンクサブフレームである、請求項２６に記載の装置。
【請求項２８】
　前記ワイヤレス通信が、時分割複信（ＴＤＤ）ロングタームエボリューション（ＬＴＥ
）システムを備えるワイヤレス通信システムにおいて実行される、請求項１７に記載の装
置。
【請求項２９】
　ダウンリンクサブフレームの前記セット中のサブフレームの数が、前記ＴＤＤ　ＬＴＥ
システムのために指定されたダウンリンクおよびアップリンクサブフレーム構成に依存す
る、請求項２８に記載の装置。
【請求項３０】
　前記ダウンリンク制御メッセージがダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）メッセージを備え
る、請求項１７に記載の装置。
【請求項３１】
　前記ＥＰＤＣＣＨメッセージが、モバイルデバイスに固有の探索空間中で監視される、
請求項１７に記載の装置。
【請求項３２】
　前記ＥＰＤＣＣＨメッセージが、２つ以上のモバイルデバイスに共通の探索空間中で監
視される、請求項１７に記載の装置。
【請求項３３】
　ワイヤレス通信において制御チャネル要素をインデックス付けするための装置であって
、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信しているメモリと、
　前記メモリに記憶された命令と
　を備え、前記命令が、
　　ダウンリンクサブフレームのセット中のダウンリンク制御メッセージを監視すること
と、ここにおいて、ダウンリンクサブフレームの前記セット中の少なくとも１つのサブフ
レームが、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）メッセージのために構成され、
ダウンリンクサブフレームの前記セット中の少なくとも１つのサブフレームが、拡張物理
ダウンリンク制御チャネル（ＥＰＤＣＣＨ）メッセージのために構成される、
　　ダウンリンクサブフレームの前記セット中の各サブフレームにわたって拡張制御チャ
ネル要素（ＥＣＣＥ）をインデックス付けすることと、ここにおいて、前記ＥＣＣＥは、
ＰＤＣＣＨが監視されるサブフレームおよびＥＰＤＣＣＨが監視されるサブフレームを含
むダウンリンクサブフレームの前記セット中の各サブフレームにわたって連続的にインデ
ックス付けされ、ここにおいて、前記ＥＣＣＥのインデックス付けは、ダウンリンクサブ
フレームの前記セット中のサブフレームの総数に基づく、
　　ダウンリンクサブフレームの前記セット中の少なくとも１つのサブフレーム中のダウ
ンリンク制御メッセージを受信することと、前記ダウンリンク制御メッセージがＥＰＤＣ
ＣＨメッセージを備える、
　　前記ＥＰＤＣＣＨメッセージを備える前記受信されたダウンリンク制御メッセージに
関連付けられたＥＣＣＥインデックスを判定することと、
　　前記判定されたＥＣＣＥインデックスに基づいてアップリンク制御チャネルリソース
を識別することと、
　　前記識別されたアップリンク制御チャネルリソース上で、前記ＥＰＤＣＣＨメッセー
ジを備える前記受信されたダウンリンク制御メッセージに関連付けられた肯定応答／否定
応答（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）指示を送信することと
　を前記装置に行わせるように前記プロセッサによって実行可能である、装置。
【請求項３４】
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　前記ＡＣＫ／ＮＡＣＫ指示を送信するための前記命令は、
　単一のアップリンクサブフレーム中で前記ＡＣＫ／ＮＡＣＫ指示を送信すること
　を前記装置に行わせるように前記プロセッサによって実行可能であり、前記単一のアッ
プリンクサブフレームが、ダウンリンクサブフレームの前記セット中の前記サブフレーム
の各々のための共通アップリンクサブフレームである、請求項３３に記載の装置。
【請求項３５】
　前記ＥＣＣＥをインデックス付けするための前記命令が、
　ダウンリンクサブフレームの前記セットのサブフレーム内の各ＥＣＣＥに関するインデ
ックス値を増分すること
　を前記装置に行わせるように前記プロセッサによって実行可能である、請求項３３に記
載の装置。
【請求項３６】
　後続のサブフレームの最初のＥＣＣＥが、先行するサブフレームの最後のＥＣＣＥに関
して増分されるように、前記インデックス値が、ダウンリンクサブフレームの前記セット
中の各サブフレーム中で増分される、請求項３５に記載の装置。
【請求項３７】
　前記命令が、
　複数のＥＰＤＣＣＨリソースセットのための構成を受信すること
　を前記装置に行わせるように前記プロセッサによって実行可能であり、各ＥＰＤＣＣＨ
リソースセットが、２つ以上の物理リソースブロック（ＰＲＢ）ペアを備え、ここにおい
て、前記ＥＣＣＥをインデックス付けするための前記命令は、各ＥＰＤＣＣＨリソースセ
ットに別個に関連付けられた前記ＥＣＣＥをインデックス付けするように前記プロセッサ
によって実行可能である、請求項３３に記載の装置。
【請求項３８】
　ダウンリンクサブフレームの前記セット中の各サブフレームが、前記ＰＤＣＣＨメッセ
ージまたは前記ＥＰＤＣＣＨメッセージのうちの１つを備える、請求項３３に記載の装置
。
【請求項３９】
　ダウンリンクサブフレームの前記セット中の各サブフレームがＥＰＤＣＣＨメッセージ
を備える、請求項３３に記載の装置。
【請求項４０】
　前記命令が、
　ダウンリンクサブフレームの前記セット中の各サブフレームにわたって制御チャネル要
素（ＣＣＥ）をインデックス付けすることと、ここにおいて、前記ＣＣＥは、ダウンリン
クサブフレームの前記セット中の各サブフレームにわたって連続的にインデックス付けさ
れる、
　ダウンリンクサブフレームの前記セット中の少なくとも１つのサブフレーム中のダウン
リンク制御メッセージを受信することと、前記ダウンリンク制御メッセージがＰＤＣＣＨ
メッセージを備える、
　前記ＰＤＣＣＨメッセージを備える前記受信されたダウンリンク制御メッセージに関連
付けられたＣＣＥインデックスを判定することと、
　前記判定されたＣＣＥインデックスに基づいてアップリンク制御チャネルリソースを識
別することと、
　前記識別されたアップリンク制御チャネルリソース上で、前記ＰＤＣＣＨメッセージを
備える前記受信されたダウンリンク制御メッセージのためのＡＣＫ／ＮＡＣＫ指示を送信
することと
　を行うように前記プロセッサによって実行可能である、請求項３３に記載の装置。
【請求項４１】
　前記ＣＣＥのインデックス付けが、ダウンリンクサブフレームの前記セット中のサブフ
レームの総数に基づく、請求項４０に記載の装置。
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【請求項４２】
　前記命令が、
　各ＥＰＤＣＣＨメッセージに関連付けられたＥＣＣＥインデックスを識別すること
　を前記装置に行わせるように前記プロセッサによって実行可能である、請求項３３に記
載の装置。
【請求項４３】
　ダウンリンクサブフレームの前記セット中の前記サブフレームの各々が、連続するダウ
ンリンクサブフレームである、請求項４２に記載の装置。
【請求項４４】
　前記ワイヤレス通信が、時分割複信（ＴＤＤ）ロングタームエボリューション（ＬＴＥ
）システムを備えるワイヤレス通信システムにおいて実行される、請求項３３に記載の装
置。
【請求項４５】
　ダウンリンクサブフレームの前記セット中のサブフレームの数が、前記ＴＤＤ　ＬＴＥ
システムのために指定されたダウンリンクおよびアップリンクサブフレーム構成に依存す
る、請求項４４に記載の装置。
【請求項４６】
　前記ダウンリンク制御メッセージがダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）メッセージを備え
る、請求項３３に記載の装置。
【請求項４７】
　前記ＥＰＤＣＣＨメッセージが、モバイルデバイスに固有の探索空間中で監視される、
請求項３３に記載の装置。
【請求項４８】
　前記ＥＰＤＣＣＨメッセージが、２つ以上のモバイルデバイスに共通の探索空間中で監
視される、請求項３３に記載の装置。
【請求項４９】
　ワイヤレス通信のためのコードを記憶する非一時的コンピュータ可読記憶媒体であって
、前記コードが、
　ダウンリンクサブフレームのセット中のダウンリンク制御メッセージを監視することと
、ここにおいて、ダウンリンクサブフレームの前記セット中の少なくとも１つのサブフレ
ームが、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）メッセージのために構成され、ダ
ウンリンクサブフレームの前記セット中の少なくとも１つのサブフレームが、拡張物理ダ
ウンリンク制御チャネル（ＥＰＤＣＣＨ）メッセージのために構成される、
　ダウンリンクサブフレームの前記セット中の各サブフレームにわたって拡張制御チャネ
ル要素（ＥＣＣＥ）をインデックス付けすることと、ここにおいて、前記ＥＣＣＥは、Ｐ
ＤＣＣＨが監視されるサブフレームおよびＥＰＤＣＣＨが監視されるサブフレームを含む
ダウンリンクサブフレームの前記セット中の各サブフレームにわたって連続的にインデッ
クス付けされ、ここにおいて、前記ＥＣＣＥのインデックス付けは、ダウンリンクサブフ
レームの前記セット中のサブフレームの総数に基づく、
　ダウンリンクサブフレームの前記セット中の少なくとも１つのサブフレーム中のダウン
リンク制御メッセージを受信することと、前記ダウンリンク制御メッセージがＥＰＤＣＣ
Ｈメッセージを備える、
　前記ＥＰＤＣＣＨメッセージを備える前記受信されたダウンリンク制御メッセージに関
連付けられたＥＣＣＥインデックスを判定することと、
　前記判定されたＥＣＣＥインデックスに基づいてアップリンク制御チャネルリソースを
識別することと、
　前記識別されたアップリンク制御チャネルリソース上で、前記ＥＰＤＣＣＨメッセージ
を備える前記受信されたダウンリンク制御メッセージに関連付けられた肯定応答／否定応
答（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）指示を送信することと
　を行うようにプロセッサによって実行可能な命令を備える、非一時的コンピュータ可読
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記憶媒体。
【請求項５０】
　前記ＡＣＫ／ＮＡＣＫ指示を送信するための前記命令は、
　単一のアップリンクサブフレーム中で前記ＡＣＫ／ＮＡＣＫ指示を送信する
　ように前記プロセッサによって実行可能であり、前記単一のアップリンクサブフレーム
が、ダウンリンクサブフレームの前記セット中の前記サブフレームの各々のための共通ア
ップリンクサブフレームである、請求項４９に記載の非一時的コンピュータ可読記憶媒体
。
【請求項５１】
　前記ＥＣＣＥをインデックス付けするための前記命令が、
　ダウンリンクサブフレームの前記セットのサブフレーム内の各ＥＣＣＥに関するインデ
ックス値を増分する
　ように前記プロセッサによって実行可能である、請求項４９に記載の非一時的コンピュ
ータ可読記憶媒体。
【請求項５２】
　前記命令が、
　複数のＥＰＤＣＣＨリソースセットのための構成を受信する
　ように前記プロセッサによって実行可能であり、各ＥＰＤＣＣＨリソースセットが、２
つ以上の物理リソースブロック（ＰＲＢ）ペアを備え、ここにおいて、前記ＥＣＣＥをイ
ンデックス付けするための前記命令は、各ＥＰＤＣＣＨリソースセットに別個に関連付け
られた前記ＥＣＣＥをインデックス付けするように前記プロセッサによって実行可能であ
る、請求項４９に記載の非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項５３】
　ダウンリンクサブフレームの前記セット中の各サブフレームが、前記ＰＤＣＣＨメッセ
ージまたは前記ＥＰＤＣＣＨメッセージのうちの１つを備える、請求項４９に記載の非一
時的コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項５４】
　ダウンリンクサブフレームの前記セット中の各サブフレームがＥＰＤＣＣＨメッセージ
を備える、請求項４９に記載の非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項５５】
　前記命令が、
　ダウンリンクサブフレームの前記セット中の各サブフレームにわたって制御チャネル要
素（ＣＣＥ）をインデックス付けすることと、ここにおいて、前記ＣＣＥは、ダウンリン
クサブフレームの前記セット中の各サブフレームにわたって連続的にインデックス付けさ
れる、
　ダウンリンクサブフレームの前記セット中の少なくとも１つのサブフレーム中のダウン
リンク制御メッセージを受信することと、前記ダウンリンク制御メッセージがＰＤＣＣＨ
メッセージを備える、
　前記ＰＤＣＣＨメッセージを備える前記受信されたダウンリンク制御メッセージに関連
付けられたＣＣＥインデックスを判定することと、
　前記判定されたＣＣＥインデックスに基づいてアップリンク制御チャネルリソースを識
別することと、
　前記識別されたアップリンク制御チャネルリソース上で、前記ＰＤＣＣＨメッセージを
備える前記受信されたダウンリンク制御メッセージのためのＡＣＫ／ＮＡＣＫ指示を送信
することと
　を行うように前記プロセッサによって実行可能である、請求項４９に記載の非一時的コ
ンピュータ可読記憶媒体。
【請求項５６】
　前記命令が、
　各ＥＰＤＣＣＨメッセージに関連付けられたＥＣＣＥインデックスを識別する
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　ように前記プロセッサによって実行可能である、請求項４９に記載の非一時的コンピュ
ータ可読記憶媒体。
【請求項５７】
　前記ワイヤレス通信が、時分割複信（ＴＤＤ）ロングタームエボリューション（ＬＴＥ
）システムを備えるワイヤレス通信システムにおいて実行される、請求項４９に記載の非
一時的コンピュータ可読記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　相互参照
　[0001]本特許出願は、いずれの出願も本出願の譲受人に譲渡される、２０１２年１１月
１４日に出願された、Ｃｈｅｎらによる「PUCCH Resource Determination for EPDCCH」
と題する同時係属米国仮特許出願第６１／７２６，５７１号および２０１３年１月１８日
に出願された、Ｃｈｅｎらによる「PUCCH RESOURCE DETERMINATION FOR EPDCCH」と題す
る米国仮特許出願第６１／７５４，０７８号の優先権の利益を主張する、２０１３年８月
１２日に出願された、Ｃｈｅｎらによる「PUCCH Resource Determination for EPDCCH」
と題する同時係属第１３／９６４，９７８号の優先権の利益を主張する。
【背景技術】
【０００２】
　[0002]ワイヤレス通信ネットワークは、音声、ビデオ、パケットデータ、メッセージン
グ、ブロードキャストなどの様々な通信サービスを提供するために広く展開されている。
これらのワイヤレスネットワークは、利用可能なネットワークリソースを共有することに
よって複数のユーザをサポートすることが可能な多元接続ネットワークであり得る。
【０００３】
　[0003]ワイヤレス通信ネットワークは、いくつかのユーザ機器（ＵＥ：user equipment
）のための通信をサポートすることができるいくつかの基地局またはノードＢを含み得る
。ＵＥは、ダウンリンクおよびアップリンクを介して基地局と通信し得る。ダウンリンク
（または順方向リンク）は基地局からＵＥへの通信リンクを指し、アップリンク（または
逆方向リンク）はＵＥから基地局への通信リンクを指す。物理ダウンリンク制御チャネル
（ＰＤＣＣＨ：Physical downlink control channel）がＵＥのためのリソース割当てを
搬送する。リソース割当てはダウンリンク制御情報（ＤＣＩ：downlink control informa
tion）メッセージ中で搬送される。増加したダウンリンク制御チャネル容量をサポートす
るために、拡張ＰＤＣＣＨ（ＥＰＤＣＣＨ）がワイヤレス通信に導入された。
【発明の概要】
【０００４】
　[0004]説明する実施形態は、ダウンリンク制御チャネル要素のインデックス付けに基づ
いてアップリンクチャネルリソースを識別するためのシステムおよび方法を対象とする。
一構成では、ダウンリンクサブフレームのセット中のダウンリンク制御メッセージが監視
される。サブフレームのセットは、各ダウンリンクサブフレームがＨＡＲＱフィードバッ
ク情報のための共通アップリンクサブフレームを使用する、関連付けセットであり得る。
一実施形態では、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）メッセージおよび拡張物
理ダウンリンク制御チャネル（ＥＰＤＣＣＨ：enhanced physical downlink control cha
nnel）メッセージがセットのサブフレームの少なくともサブセット中で監視され得る。セ
ットのサブフレーム中の少なくとも１つのダウンリンク制御メッセージが受信され得る。
ＥＰＤＣＣＨメッセージを監視するために使用される拡張制御チャネル要素（ＥＣＣＥ：
enhanced control channel element）のためのインデックスが判断され得る。一例では、
ＥＣＣＥは、関連付けセットの各サブフレームにわたってインデックス付けされ得る。一
構成では、ＥＣＣＥのインデックスに少なくとも部分的に基づいてアップリンク制御チャ
ネルリソースが識別され得る。受信されたダウンリンク制御メッセージに関連付けられた
肯定応答／否定応答（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）指示が送信され得る。ＡＣＫ／ＮＡＣＫ指示は
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、識別されたアップリンク制御チャネルリソース上で送信され得る。
【０００５】
　[0005]一構成では、ＥＣＣＥのためのインデックスは、ダウンリンクサブフレームのセ
ット中のサブフレームの総数に基づいて判断され得る。サブフレームの総数は、ＰＤＣＣ
Ｈメッセージが監視されるサブフレームと、ＥＰＤＣＣＨメッセージが監視されるサブフ
レームとを含み得る。
【０００６】
　[0006]一例では、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ指示を送信することは、単一のアップリンクサブフ
レーム中でＡＣＫ／ＮＡＣＫ指示を送信することを含み得る。単一のアップリンクサブフ
レームは、ダウンリンクサブフレームのセット中のサブフレームの各々のための共通アッ
プリンクサブフレームであり得る。
【０００７】
　[0007]一実施形態では、ＥＰＤＣＣＨメッセージを監視するために使用されるＥＣＣＥ
がインデックス付けされ得る。ＥＣＣＥをインデックス付けすることは、ダウンリンクサ
ブフレームのセット中の１つまたは複数のサブフレーム中のインデックス値を増分するこ
とを含み得る。インデックス値は、ダウンリンクサブフレームのセット中の各サブフレー
ム中で増分され得る。複数のＥＰＤＣＣＨリソースセットを構成するための構成が受信さ
れ得る。各ＥＰＤＣＣＨリソースセットは、２つ以上の物理リソースブロック（ＰＲＢ：
physical resource block）ペアを含み得る。ダウンリンクサブフレームのセット中の各
サブフレーム中の各それぞれのＥＰＤＣＣＨリソースセットのインデックス値が増分され
得る。
【０００８】
　[0008]ダウンリンクサブフレームのセット中の各サブフレームは、ＰＤＣＣＨメッセー
ジまたはＥＰＤＣＣＨメッセージのうちの１つを含み得る。一例では、ダウンリンクサブ
フレームのセット中の各サブフレームはＥＰＤＣＣＨメッセージを含み得る。
【０００９】
　[0009]一構成では、ダウンリンクサブフレームのセット中の少なくとも１つのサブフレ
ーム中の少なくとも１つのダウンリンク制御メッセージが受信され得る。ダウンリンク制
御メッセージはＰＤＣＣＨメッセージを含み得る。ＰＤＣＣＨメッセージを監視するため
に使用される制御チャネル要素（ＣＣＥ：control channel element）のためのインデッ
クスが判断され得る。判断は、ダウンリンクサブフレームのセットに少なくとも部分的に
基づき得る。ＣＣＥのインデックスに少なくとも部分的に基づいてアップリンク制御チャ
ネルリソースが識別され得る。ＰＤＣＣＨメッセージを含む受信されたダウンリンク制御
メッセージのためのＡＣＫ／ＮＡＣＫ指示が送信され得る。ＡＣＫ／ＮＡＣＫ指示は、識
別されたアップリンク制御チャネルリソース上で送信され得る。
【００１０】
　[0010]一実施形態では、ＣＣＥのためのインデックスは、ダウンリンクサブフレームの
セット中のサブフレームの総数に基づいて判断され得る。サブフレームの総数は、ＰＤＣ
ＣＨメッセージが監視されるサブフレームと、ＥＰＤＣＣＨメッセージが監視されるサブ
フレームとを含み得る。
【００１１】
　ＥＰＤＣＣＨメッセージに関連付けられたインデックスが識別され得る。インデックス
は、ダウンリンクサブフレームのセット中のサブフレームのすべてに基づき得る。ダウン
リンクサブフレームのセット中のサブフレームの各々は、連続するダウンリンクサブフレ
ームであり得る。
【００１２】
　[0011]一例では、本明細書で説明するワイヤレス通信は、時分割複信（ＴＤＤ：time d
ivision duplexed）ロングタームエボリューション（ＬＴＥ：long term evolution）シ
ステムを含む、ワイヤレス通信システムにおいて実行され得る。ダウンリンクサブフレー
ムのセット中のサブフレームの数は、ＴＤＤ　ＬＴＥシステムのために指定されたダウン
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リンクおよびアップリンクサブフレーム構成に少なくとも部分的に依存し得る。一構成で
は、ダウンリンク制御メッセージはダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）チャネルメッセージ
を含み得る。
【００１３】
　[0012]ＥＰＤＣＣＨメッセージは、モバイルデバイスに固有の探索空間中で監視され得
る。別の実施形態では、ＥＰＤＣＣＨメッセージは、２つ以上のモバイルデバイスに共通
の探索空間中で監視され得る。
【００１４】
　[0013]ワイヤレス通信において制御チャネル要素をインデックス付けするための装置に
ついても説明する。本装置は、ダウンリンクサブフレームのセット中のダウンリンク制御
メッセージを監視するための手段を含み得る。監視することは、セットのサブフレームの
うちの少なくとも１つ中の物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）メッセージを監
視することと、セットのサブフレームのうちの少なくとも１つ中の拡張物理ダウンリンク
制御チャネル（ＥＰＤＣＣＨ）メッセージを監視することとを含み得る。本装置はまた、
ダウンリンクサブフレームのセット中の少なくとも１つのサブフレーム中の少なくとも１
つのダウンリンク制御メッセージを受信するための手段を含み得る。ダウンリンク制御メ
ッセージはＥＰＤＣＣＨメッセージを含み得る。本装置はさらに、ダウンリンクサブフレ
ームのセットに少なくとも部分的に基づいて、ＥＰＤＣＣＨメッセージを監視するために
使用される拡張制御チャネル要素（ＥＣＣＥ）のためのインデックスを判断するための手
段と、ＥＣＣＥのインデックスに少なくとも部分的に基づいてアップリンク制御チャネル
リソースを識別するための手段とを含み得る。さらに、本装置は、受信されたダウンリン
ク制御メッセージに関連付けられた肯定応答／否定応答（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）指示を送信
するための手段を含み得る。ＡＣＫ／ＮＡＣＫ指示は、識別されたアップリンク制御チャ
ネルリソース上で送信され得る。
【００１５】
　[0014]ワイヤレス通信において制御チャネル要素をインデックス付けするための装置に
ついても説明する。本装置は、プロセッサと、プロセッサと電子通信しているメモリとを
含み得る。命令がメモリに記憶され得る。命令は、ダウンリンクサブフレームのセット中
のダウンリンク制御メッセージを監視するためにプロセッサによって実行可能であり得る
。監視することは、セットのサブフレームのうちの少なくとも１つ中の物理ダウンリンク
制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）メッセージを監視することと、セットのサブフレームのうち
の少なくとも１つ中の拡張物理ダウンリンク制御チャネル（ＥＰＤＣＣＨ）メッセージを
監視することとを含み得る。命令は、ダウンリンクサブフレームのセット中の少なくとも
１つのサブフレーム中の少なくとも１つのダウンリンク制御メッセージを受信するために
プロセッサによって実行可能であり得る。ダウンリンク制御メッセージはＥＰＤＣＣＨメ
ッセージを含み得る。命令は、ダウンリンクサブフレームのセットに少なくとも部分的に
基づいて、ＥＰＤＣＣＨメッセージを監視するために使用される拡張制御チャネル要素（
ＥＣＣＥ）のためのインデックスを判断することと、ＥＣＣＥのインデックスに少なくと
も部分的に基づいてアップリンク制御チャネルリソースを識別することと、受信されたダ
ウンリンク制御メッセージに関連付けられた肯定応答／否定応答（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）指
示を送信することとを行うためにプロセッサによって実行可能であり得る。ＡＣＫ／ＮＡ
ＣＫ指示は、識別されたアップリンク制御チャネルリソース上で送信され得る。
【００１６】
　[0015]ワイヤレス通信において制御チャネル要素をインデックス付けするためのコンピ
ュータプログラム製品についても説明する。本コンピュータプログラム製品は、ダウンリ
ンクサブフレームのセット中のダウンリンク制御メッセージを監視するためにプロセッサ
によって実行可能な命令を記憶している非一時的コンピュータ可読媒体を含み得る。監視
することは、セットのサブフレームのうちの少なくとも１つ中の物理ダウンリンク制御チ
ャネル（ＰＤＣＣＨ）メッセージを監視することと、セットのサブフレームのうちの少な
くとも１つ中の拡張物理ダウンリンク制御チャネル（ＥＰＤＣＣＨ）メッセージを監視す
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ることとを含み得る。命令は、ダウンリンクサブフレームのセット中の少なくとも１つの
サブフレーム中の少なくとも１つのダウンリンク制御メッセージを受信するためにプロセ
ッサによって実行可能であり得る。ダウンリンク制御メッセージはＥＰＤＣＣＨメッセー
ジを含み得る。命令は、ダウンリンクサブフレームのセットに少なくとも部分的に基づい
て、ＥＰＤＣＣＨメッセージを監視するために使用される拡張制御チャネル要素（ＥＣＣ
Ｅ）のためのインデックスを判断することと、ＥＣＣＥのインデックスに少なくとも部分
的に基づいてアップリンク制御チャネルリソースを識別することと、受信されたダウンリ
ンク制御メッセージに関連付けられた肯定応答／否定応答（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）指示を送
信することとを行うためにプロセッサによって実行可能であり得る。ＡＣＫ／ＮＡＣＫ指
示は、識別されたアップリンク制御チャネルリソース上で送信され得る。
【００１７】
　[0016]説明する方法および装置の適用性のさらなる範囲は、以下の発明を実施するため
の形態、特許請求の範囲、および図面から明らかになろう。当業者には発明を実施するた
めの形態の趣旨および範囲内の様々な変更および改変が明らかになるので、発明を実施す
るための形態および特定の例は単に例として与えるものである。
【００１８】
　[0017]以下の図面を参照すれば、本発明の性質および利点のさらなる理解が得られ得る
。添付の図において、同様の構成要素または特徴は同じ参照ラベルを有し得る。さらに、
同じタイプの様々な構成要素は、参照ラベルの後に、ダッシュと、それらの同様の構成要
素同士を区別する第２のラベルとを続けることによって区別され得る。第１の参照ラベル
のみが明細書において使用される場合、その説明は、第２の参照ラベルにかかわらず、同
じ第１の参照ラベルを有する同様の構成要素のうちのいずれか１つに適用可能である。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】[0018]ワイヤレス通信システムのブロック図。
【図２】[0019]様々な実施形態による、ＬＴＥ／ＬＴＥアドバンストネットワークアーキ
テクチャを示す図。
【図３】[0020]様々な実施形態による、多入力多出力（ＭＩＭＯ）通信システムのブロッ
ク図。
【図４】[0021]開示する実施形態に従って使用され得るシステムを示す図。
【図５】[0022]ワイヤレス通信システムにおいて使用され得るフレーム構造の一例を示す
図。
【図６】[0023]様々な実施形態による、コンポーネントキャリアのための例示的なフレー
ム構造を示す図。
【図７】[0024]様々な実施形態による、ＥＰＤＣＣＨ制御チャネルを採用するコンポーネ
ントキャリアの例示的なフレーム構造を示す図。
【図８】[0025]ＥＣＣＥインデックス付けの一例を示す図。
【図９】[0026]連続的ＥＣＣＥインデックス付けの一実施形態を示すブロック図。
【図１０】[0027]ＥＣＣＥインデックス付けの別の例を示す図。
【図１１】[0028]選択的ＥＣＣＥインデックス付けの一実施形態を示すブロック図。
【図１２】[0029]ＣＣＥインデックス付けの例を示す図。
【図１３】[0029]ＣＣＥインデックス付けの例を示す図。
【図１４】[0030]様々な実施形態による、物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）
リソースを判断するためのＥＣＣＥインデックス付けのために構成されたユーザ機器のブ
ロック図。
【図１５】[0031]様々な実施形態による、ワイヤレス通信を管理するための方法の流れ図
。
【図１６】[0032]様々な実施形態による、ＥＣＣＥの連続的インデックス付けを実行する
ことによってワイヤレス通信を管理するための方法の流れ図。
【図１７】[0033]様々な実施形態による、ＥＣＣＥの選択的インデックス付けを実行する
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ことによってワイヤレス通信を管理するための方法の流れ図。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　[0034]説明する実施形態は、ワイヤレス通信を実行するためのシステムおよび方法を対
象とする。一構成では、ダウンリンクサブフレームのセット中のダウンリンク制御メッセ
ージが監視される。監視することは、セット中のサブフレームのうちの少なくとも１つ中
の物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）メッセージを監視することと、ダウンリ
ンクサブフレームのセット中のサブフレームの少なくとも１つ中の拡張物理ダウンリンク
制御チャネル（ＥＰＤＣＣＨ）メッセージを監視することとを含み得る。一実施形態では
、ダウンリンクサブフレームのセット中の少なくとも１つのサブフレーム中のダウンリン
ク制御メッセージが受信され得る。ダウンリンク制御メッセージはＥＰＤＣＣＨメッセー
ジを含み得る。
【００２１】
　[0035]ダウンリンク制御メッセージを受信すると、ダウンリンクサブフレームのセット
に少なくとも部分的に基づいて拡張制御チャネル要素（ＥＣＣＥ）のためのインデックス
が判断され得る。ＥＣＣＥは、ＥＰＤＣＣＨメッセージを監視するために使用され得る。
ＥＣＣＥの判断されたインデックスは、アップリンク制御チャネルリソースを識別するた
めに使用され得る。一実施形態では、ＥＣＣＥはセットの各サブフレームにわたって連続
的にインデックス付けされ得る。受信されたダウンリンク制御メッセージに関連付けられ
た肯定応答／否定応答（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）指示が送信され得る。一例では、識別された
アップリンク制御チャネルリソースは、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ指示を送信するために使用され
得る。
【００２２】
　[0036]したがって、以下の説明は、例を与えるものであり、特許請求の範囲において記
載される範囲、適用性、または構成を限定するものではない。本開示の趣旨および範囲か
ら逸脱することなく、説明する要素の機能および構成において変更が行われ得る。様々な
実施形態は、適宜に様々な手順または構成要素を省略、置換、または追加し得る。たとえ
ば、説明する方法は、説明する順序とは異なる順序で実行され得、様々なステップが追加
、省略、または組み合わせられ得る。また、いくつかの実施形態に関して説明する特徴は
、他の実施形態において組み合わせられ得る。
【００２３】
　[0037]最初に図１を参照すると、図に、ワイヤレス通信システム１００の一例が示され
ている。システム１００は、基地局（またはセル）１０５と、通信デバイス１１５と、コ
アネットワーク１３０とを含む。基地局１０５は、様々な実施形態ではコアネットワーク
１３０または基地局１０５の一部であり得る、基地局コントローラ（図示せず）の制御下
で通信デバイス１１５と通信し得る。基地局１０５は、バックホールリンク１３２を介し
てコアネットワーク１３０を用いて制御情報および／またはユーザデータを通信し得る。
実施形態では、基地局１０５は、ワイヤードまたはワイヤレス通信リンクであり得るバッ
クホールリンク１３４を介して、直接的または間接的のいずれかで、互いに通信し得る。
システム１００は、複数のキャリア（異なる周波数の波形信号）上での動作をサポートし
得る。マルチキャリア送信機は、複数のキャリア上で同時に被変調信号を送信することが
できる。たとえば、各通信リンク１２５は、上記で説明した様々な無線技術に従って変調
されたマルチキャリア信号であり得る。各被変調信号は、異なるキャリア上で送られ得、
制御情報（たとえば、基準信号、制御チャネルなど）、オーバーヘッド情報、データなど
を搬送し得る。
【００２４】
　[0038]基地局１０５は、１つまたは複数の基地局アンテナを介してデバイス１１５とワ
イヤレス通信し得る。基地局１０５サイトの各々は、それぞれの地理的エリア１１０に通
信カバレージを与え得る。いくつかの実施形態では、基地局１０５は、基地トランシーバ
局、無線基地局、アクセスポイント、無線トランシーバ、基本サービスセット（ＢＳＳ）
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、拡張サービスセット（ＥＳＳ）、ノードＢ、ｅノードＢ（ｅＮＢ）、ホームノードＢ、
ホームｅノードＢ、またはいくつかの他の好適な用語で呼ばれることがある。基地局のた
めのカバレージエリア１１０は、カバレージエリアの一部分のみを構成するセクタ（図示
せず）に分割され得る。システム１００は、異なるタイプの基地局１０５（たとえば、マ
クロ基地局、マイクロ基地局、および／またはピコ基地局）を含み得る。異なる技術のた
めの重複するカバレージエリアがあり得る。
【００２５】
　[0039]一実施形態では、システム１００はＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークである。Ｌ
ＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークでは、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）およびユーザ機器（ＵＥ
）という用語は、概して、それぞれ基地局１０５およびデバイス１１５について説明する
ために使用され得る。システム１００は、異なるタイプのｅＮＢが様々な地理的領域にカ
バレージを与える、異種（Heterogeneous）ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークであり得る
。たとえば、各ｅＮＢ１０５は、マクロセル、ピコセル、フェムトセル、および／または
他のタイプのセルに通信カバレージを与え得る。マクロセルは、概して、比較的大きい地
理的エリア（たとえば、半径数キロメートル）をカバーし、ネットワークプロバイダのサ
ービスに加入しているＵＥによる無制限アクセスを可能にし得る。ピコセルは、概して、
比較的小さい地理的エリアをカバーすることになり、ネットワークプロバイダのサービス
に加入しているＵＥによる無制限アクセスを可能にし得る。また、フェムトセルは、概し
て、比較的小さい地理的エリア（たとえば、自宅）をカバーすることになり、無制限アク
セスに加えて、フェムトセルとの関連を有するＵＥ（たとえば、限定加入者グループ（Ｃ
ＳＧ：closed subscriber group）中のＵＥ、自宅内のユーザのためのＵＥなど）による
制限付きアクセスを可能にし得る。マクロセルのためのｅＮＢはマクロｅＮＢと呼ばれる
ことがある。ピコセルのためのｅＮＢはピコｅＮＢと呼ばれることがある。また、フェム
トセルのためのｅＮＢはフェムトｅＮＢまたはホームｅＮＢと呼ばれることがある。ｅＮ
Ｂは、１つまたは複数の（たとえば、２つ、３つ、４つなどの）セルをサポートし得る。
【００２６】
　[0040]コアネットワーク１３０は、バックホール１３２（たとえば、Ｓ１など）を介し
てｅＮＢ１０５と通信し得る。ｅＮＢ１０５はまた、たとえば、バックホールリンク１３
４（たとえば、Ｘ２など）を介しておよび／またはバックホールリンク１３２を介して（
たとえば、コアネットワーク１３０を介して）、直接的または間接的に、互いに通信し得
る。ワイヤレスネットワーク１００は同期動作または非同期動作をサポートし得る。同期
動作の場合、ｅＮＢは同様のフレームタイミングを有し得、異なるｅＮＢからの送信は近
似的に時間的に整合され得る。非同期動作の場合、ｅＮＢは異なるフレームタイミングを
有し得、異なるｅＮＢからの送信は時間的に整合されないことがある。本明細書で説明す
る技法は、同期動作または非同期動作のいずれかのために使用され得る。
【００２７】
　[0041]ＵＥ１１５はワイヤレスネットワーク１００全体にわたって分散され、各ＵＥは
固定またはモバイルであり得る。ＵＥ１１５は、当業者によって、移動局、加入者局、モ
バイルユニット、加入者ユニット、ワイヤレスユニット、リモートユニット、モバイルデ
バイス、ワイヤレスデバイス、ワイヤレス通信デバイス、リモートデバイス、モバイル加
入者局、アクセス端末、モバイル端末、ワイヤレス端末、リモート端末、ハンドセット、
ユーザエージェント、モバイルクライアント、クライアント、または何らかの他の好適な
用語で呼ばれることもある。ＵＥ１１５は、セルラーフォン、携帯情報端末（ＰＤＡ）、
ワイヤレスモデム、ワイヤレス通信デバイス、ハンドヘルドデバイス、タブレットコンピ
ュータ、ラップトップコンピュータ、コードレスフォン、ワイヤレスローカルループ（Ｗ
ＬＬ）局などであり得る。ＵＥは、マクロｅＮＢ、ピコｅＮＢ、フェムトｅＮＢ、リレー
などと通信することが可能であり得る。
【００２８】
　[0042]ネットワーク１００中に示された送信リンク１２５は、モバイルデバイス１１５
から基地局１０５へのアップリンク（ＵＬ：uplink）送信、および／または基地局１０５
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からモバイルデバイス１１５へのダウンリンク（ＤＬ：downlink）送信を含み得る。ダウ
ンリンク送信は順方向リンク送信と呼ばれることもあり、アップリンク送信は逆方向リン
ク送信と呼ばれることもある。
【００２９】
　[0043]様々な開示する実施形態のいくつかに適応し得る通信ネットワークは、制御チャ
ネルとトラフィックチャネルとに分類される論理チャネルを含み得る。論理制御チャネル
は、システム制御情報をブロードキャストするためのダウンリンクチャネルであるブロー
ドキャスト制御チャネル（ＢＣＣＨ：broadcast control channel）、ページング情報を
転送するダウンリンクチャネルであるページング制御チャネル（ＰＣＣＨ：paging contr
ol channel）、１つまたは複数のマルチキャストトラフィックチャネル（ＭＴＣＨ：mult
icast traffic channel）のためのマルチメディアブロードキャストおよびマルチキャス
トサービス（ＭＢＭＳ：multimedia broadcast and multicast service）スケジューリン
グおよび制御情報を送信するために使用されるポイントツーマルチポイントダウンリンク
チャネルであるマルチキャスト制御チャネル（ＭＣＣＨ：multicast control channel）
を含み得る。概して、無線リソース制御（ＲＲＣ：radio resource control）接続を確立
した後、ＭＣＣＨは、ＭＢＭＳを受信するユーザ機器によって使用される。専用制御チャ
ネル（ＤＣＣＨ：dedicated control channel）は、ＲＲＣ接続を有するユーザ機器によ
って使用されるユーザ固有の制御情報などの専用制御情報を送信するポイントツーポイン
ト双方向チャネルである別の論理制御チャネルである。また、共通制御チャネル（ＣＣＣ
Ｈ：common control channel）は、ランダムアクセス情報のために使用され得る論理制御
チャネルである。
【００３０】
　[0044]論理トラフィックチャネルは、ユーザ情報の転送のための１つのユーザ機器に専
用のポイントツーポイント双方向チャネルである専用トラフィックチャネル（ＤＴＣＨ：
dedicated traffic channel）を含み得る。また、マルチキャストトラフィックチャネル
（ＭＴＣＨ）は、トラフィックデータのポイントツーマルチポイントダウンリンク送信の
ために使用され得る。
【００３１】
　[0045]様々な実施形態のいくつかに適応する通信ネットワークは、さらに、ダウンリン
ク（ＤＬ）とアップリンク（ＵＬ）とに分類される論理トランスポートチャネルを含み得
る。ＤＬトランスポートチャネルは、ブロードキャストチャネル（ＢＣＨ：broadcast ch
annel）、ダウンリンク共有データチャネル（ＤＬ－ＳＤＣＨ：downlink shared data ch
annel）、マルチキャストチャネル（ＭＣＨ：multicast channel）、およびページングチ
ャネル（ＰＣＨ：Paging Channel）を含み得る。ＵＬトランスポートチャネルは、ランダ
ムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ：random access channel）、要求チャネル（ＲＥＱＣＨ
：request channel）、アップリンク共有データチャネル（ＵＬ－ＳＤＣＨ：uplink shar
ed data channel）、および複数の物理チャネルを含み得る。物理チャネルはまた、ダウ
ンリンクチャネルとアップリンクチャネルとのセットを含み得る。
【００３２】
　[0046]いくつかの開示する実施形態では、ダウンリンク物理チャネルは、共通パイロッ
トチャネル（ＣＰＩＣＨ：common pilot channel）、同期チャネル（ＳＣＨ：synchroniz
ation channel）、共通制御チャネル（ＣＣＣＨ）、共有ダウンリンク制御チャネル（Ｓ
ＤＣＣＨ：shared downlink control channel）、マルチキャスト制御チャネル（ＭＣＣ
Ｈ）、共有アップリンク割当てチャネル（ＳＵＡＣＨ：shared uplink assignment chann
el）、肯定応答チャネル（ＡＣＫＣＨ：acknowledgement channel）、ダウンリンク物理
共有データチャネル（ＤＬ－ＰＳＤＣＨ：downlink physical shared data channel）、
アップリンク電力制御チャネル（ＵＰＣＣＨ：uplink power control channel）、ページ
ングインジケータチャネル（ＰＩＣＨ：paging indicator channel）、負荷インジケータ
チャネル（ＬＩＣＨ：load indicator channel）、物理ブロードキャストチャネル（ＰＢ
ＣＨ：physical broadcast channel）、物理制御フォーマットインジケータチャネル（Ｐ
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ＣＦＩＣＨ：physical control format indicator channel）、物理ダウンリンク制御チ
ャネル（ＰＤＣＣＨ）、物理ハイブリッドＡＲＱインジケータチャネル（ＰＨＩＣＨ：ph
ysical hybrid ARQ indicator channel）、物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ
：physical downlink shared channel）および物理マルチキャストチャネル（ＰＭＣＨ：
physical multicast channel）のうちの少なくとも１つを含み得る。アップリンク物理チ
ャネルは、物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ：physical random access chann
el）、チャネル品質インジケータチャネル（ＣＱＩＣＨ：channel quality indicator ch
annel）、肯定応答チャネル（ＡＣＫＣＨ）、アンテナサブセットインジケータチャネル
（ＡＳＩＣＨ：antenna subset indicator channel）、共有要求チャネル（ＳＲＥＱＣＨ
：shared request channel）、アップリンク物理共有データチャネル（ＵＬ－ＰＳＤＣＨ
：uplink physical shared data channel）、ブロードバンドパイロットチャネル（ＢＰ
ＩＣＨ：broadband pilot channel）、物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ：phy
sical uplink control channel）および物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ：ph
ysical uplink shared channel）のうちの少なくとも１つを含み得る。
【００３３】
　[0047]一実施形態では、ＵＥ１１５は、ｅＮＢ１０５からのダウンリンク上の制御メッ
セージを監視し得る。これは、ダウンリンクサブフレームのセットのサブフレーム中のＰ
ＤＣＣＨメッセージおよびＥＰＤＣＣＨメッセージを監視することを含み得る。一構成で
は、ダウンリンク制御メッセージはＥＰＤＣＣＨメッセージを含み得る。ダウンリンク制
御メッセージが受信されたとき、ＵＥ１１５は、ＥＰＤＣＣＨメッセージを監視するため
に使用されるＥＣＣＥのためのインデックスを判断し得る。ＥＣＣＥインデックスを使用
して、ＵＥ１１５はアップリンク制御リソースを識別し得る。一例では、ＵＥ１１５は、
ダウンリンク制御メッセージに関連付けられたＡＣＫ／ＮＡＣＫを送信し得る。たとえば
、ＡＣＫ／ＮＡＣＫは、ダウンリンク制御メッセージの受信の成功または不成功を示し得
る。ＡＣＫ／ＮＡＣＫは、ＥＣＣＥインデックスから識別されたアップリンク制御チャネ
ルリソースを使用してアップリンクサブフレーム中で送信され得る。一実施形態では、特
定のサブフレームがＥＰＤＣＣＨメッセージのために構成されたかどうかにかかわらず、
ＥＣＣＥインデックス付けは、ダウンリンクサブフレームのセットの各サブフレームに基
づき得る。別の実施形態では、ＥＣＣＥのインデックス付けは、ＥＰＤＣＣＨメッセージ
のために構成されたセットのサブフレームに基づき得る。
【００３４】
　[0048]図２は、様々な実施形態による、ＬＴＥ／ＬＴＥアドバンストネットワークアー
キテクチャ２００を示す図である。ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークアーキテクチャ２０
０は発展型パケットシステム（ＥＰＳ：Evolved Packet System）２００と呼ばれること
がある。ＥＰＳ２００は、１つまたは複数のＵＥ１１５と、発展型ＵＭＴＳ地上波無線ア
クセスネットワーク（Ｅ－ＵＴＲＡＮ：Evolved UMTS Terrestrial Radio Access Networ
k）２０５と、発展型パケットコア（ＥＰＣ：Evolved Packet Core）２３０と、ホーム加
入者サーバ（ＨＳＳ：Home Subscriber Server）２２０と、事業者のＩＰサービス２２２
とを含み得る。ＥＰＳ２００は他のアクセスネットワークと相互接続し得るが、簡単のた
めに、それらのエンティティ／インターフェースは図示していない。図示のように、ＥＰ
Ｓ２００はパケット交換サービスを与えるが、当業者なら容易に諒解するように、本開示
全体にわたって提示する様々な概念は、回線交換サービスを与えるネットワークに拡張さ
れ得る。
【００３５】
　[0049]Ｅ－ＵＴＲＡＮ２０５は、ｅＮＢ１０５－ａと他のｅＮＢ１０５－ｂとを含み得
る。ｅＮＢ１０５－ａは、ＵＥ１１５－ａに対してユーザプレーンプロトコル終端と制御
プレーンプロトコル終端とを与え得る。ｅＮＢ１０５－ａは、Ｘ２インターフェース（た
とえば、バックホール）を介して他のｅＮＢ１０５－ｂに接続され得る。ｅＮＢ１０５－
ａは、ＵＥ１１５－ａにＥＰＣ２３０へのアクセスポイントを与え得る。ｅＮＢ１０５－
ａはＳ１インターフェースによってＥＰＣ２３０に接続され得る。ＥＰＣ２３０は、１つ
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または複数のモビリティ管理エンティティ（ＭＭＥ：Mobility Management Entity）２３
２と、１つまたは複数のサービングゲートウェイ２３４と、１つまたは複数のパケットデ
ータネットワーク（ＰＤＮ：Packet Data Network）ゲートウェイ２３６とを含み得る。
ＭＭＥ２３２は、ＵＥ１１５－ａとＥＰＣ２３０との間のシグナリングを処理する制御ノ
ードであり得る。概して、ＭＭＥ２３２はベアラおよび接続管理を行い得る。すべてのユ
ーザＩＰパケットはサービングゲートウェイ２３４を介して転送され得、サービングゲー
トウェイ２３４自体はＰＤＮゲートウェイ２３６に接続され得る。ＰＤＮゲートウェイ２
３６はＵＥのＩＰアドレス割振りならびに他の機能を与え得る。ＰＤＮゲートウェイ２３
６は事業者のＩＰサービス２２２に接続され得る。事業者のＩＰサービス２２２は、イン
ターネットと、イントラネットと、ＩＰマルチメディアサブシステム（ＩＭＳ：IP Multi
media Subsystem）と、パケット交換（ＰＳ：Packet-Switched）ストリーミングサービス
（ＰＳＳ：PS Streaming Service）とを含み得る。
【００３６】
　[0050]ＵＥ１１５－ａは、たとえば、多入力多出力（ＭＩＭＯ）、多地点協調（ＣｏＭ
Ｐ）、または他の方式を介して、複数のｅＮＢ１０５と共同的に通信するように構成され
得る。ＭＩＭＯ技法は、複数のデータストリームを送信するためにマルチパス環境を利用
するために、基地局上の複数のアンテナおよび／またはＵＥ上の複数のアンテナを使用す
る。ＣｏＭＰは、ＵＥのための全体的伝送品質を改善するためにならびにネットワークお
よびスペクトル稼働率を増加させる、いくつかのｅＮＢによる送信および受信の動的協調
のための技法を含む。
【００３７】
　[0051]一実施形態では、ｅＮＢ１０５－ａはダウンリンク制御メッセージをＵＥ１１５
－ａに送信し得る。それらのメッセージはＥＰＤＣＣＨメッセージを含み得る。一構成で
は、１つまたは複数のダウンリンクサブフレーム中のダウンリンク制御メッセージが受信
され得る。ダウンリンクサブフレームのグループが関連付けセットを形成し得る。一例で
は、単一のアップリンクサブフレームが関連付けセットに関連付けられ得る。その結果、
関連付けセット中のサブフレームの各々のためのＨＡＲＱフィードバック情報が、単一ア
ップリンクサブフレーム中で送信され得る。ＨＡＲＱフィードバックを送信するために使
用されるアップリンクリソースは、ＥＰＤＣＣＨメッセージを監視するために使用される
ＥＣＣＥのインデックス付けから識別され得る。いくつかの実施形態では、特定のサブフ
レームがＥＰＤＣＣＨメッセージのために構成されていない場合でも、ＥＣＣＥインデッ
クス付けは関連付けセットの各サブフレームに基づき得る。別の実施形態では、ＥＣＣＥ
インデックス付けは、ＥＰＤＣＣＨメッセージのために構成された関連付けセットのサブ
フレームに基づき得る。ＥＰＤＣＣＨメッセージのために構成されていないサブフレーム
は、ＰＤＣＣＨメッセージのために構成され得る。
【００３８】
　[0052]図３は、基地局１０５－ｃとモバイルデバイス１１５－ｂとを含むＭＩＭＯ通信
システム３００のブロック図である。このシステム３００は、図１のシステム１００およ
び／または図２のシステム２００の態様を示し得る。基地局１０５－ｃはアンテナ３３４
－ａ～３３４－ｘを装備し得、モバイルデバイス１１５－ｂはアンテナ３５２－ａ～３５
２－ｎを装備し得る。システム３００では、基地局１０５－ｃは、同時に複数の通信リン
クを介してデータを送ることが可能であり得る。各通信リンクは「レイヤ」と呼ばれるこ
とがあり、通信リンクの「ランク」は、通信のために使用されるレイヤの数を示し得る。
たとえば、基地局１０５－ｃが２つの「レイヤ」を送信する２×２ＭＩＭＯシステムでは
、基地局１０５－ｃとＵＥ１１５－ｂとの間の通信リンクのランクは２である。
【００３９】
　[0053]基地局１０５－ｃにおいて、送信プロセッサ３２０がデータソースからデータを
受信し得る。送信プロセッサ３２０はデータを処理し得る。送信プロセッサ３２０はまた
、基準シンボルとセル固有基準信号とを生成し得る。送信（ＴＸ）ＭＩＭＯプロセッサ３
３０が、適用可能な場合、データシンボル、制御シンボル、および／または基準シンボル
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に対して空間処理（たとえば、プリコーディング）を実行し得、出力シンボルストリーム
を送信変調器３３２－ａ～３３２－ｘに与え得る。各変調器３３２は、（たとえば、ＯＦ
ＤＭなどのために）それぞれの出力シンボルストリームを処理して、出力サンプルストリ
ームを取得し得る。各変調器３３２はさらに、出力サンプルストリームを処理（たとえば
、アナログへの変換、増幅、フィルタ処理、およびアップコンバート）して、ダウンリン
ク信号を取得し得る。一例では、変調器３３２－ａ～３３２－ｘからのＤＬ信号は、それ
ぞれアンテナ３３４－ａ～３３４－ｘを介して送信され得る。
【００４０】
　[0054]モバイルデバイス１１５－ｂにおいて、モバイルデバイスアンテナ３５２－ａ～
３５２－ｎは、基地局１０５－ｃからＤＬ信号を受信し、受信信号をそれぞれ復調器３５
４－ａ～３５４－ｎに与え得る。各復調器３５４は、それぞれの受信信号を調整（たとえ
ば、フィルタ処理、増幅、ダウンコンバート、およびデジタル化）して、入力サンプルを
取得し得る。各復調器３５４はさらに、（たとえば、ＯＦＤＭなどの）入力サンプルを処
理して受信シンボルを取得し得る。ＭＩＭＯ検出器３５６は、すべての復調器３５４－ａ
～３５４－ｎから受信シンボルを取得し、適用可能な場合は受信シンボルに対してＭＩＭ
Ｏ検出を実行し、検出されたシンボルを与え得る。受信プロセッサ３５８が、検出された
シンボルを処理（たとえば、復調、デインターリーブ、および復号）し、モバイルデバイ
ス１１５－ｂの復号されたデータをデータ出力に与え、復号された制御情報をプロセッサ
３８０、またはメモリ３８２に与え得る。プロセッサ３８０は、インデックス付けモジュ
ール３０５を含み得る。インデックス付けモジュール３０５は、ＰＤＣＣＨメッセージお
よびＥＰＤＣＣＨメッセージに対してのためにそれぞれ使用される制御チャネル要素（Ｃ
ＣＥ）およびＥＣＣＥをインデックス付けし得る。セット中のいくつかのサブフレームが
ＥＰＤＣＣＨのために構成されていない場合でも、インデックス付けモジュール３０５は
、関連付けセット中の各サブフレームにわたってＥＣＣＥをインデックス付けし得る。別
の実施形態では、インデックス付けモジュール３０５は、ＥＰＤＣＣＨのために構成され
たセット中のサブフレームに基づいてＥＣＣＥをインデックス付けし得る。同様に、サブ
フレームがＰＤＣＣＨのために構成されているかどうかにかかわらず、モジュール３０５
は、関連付けセット中の各サブフレームにわたってＣＣＥをインデックス付けし得る。代
替的に、インデックス付けモジュール３０５は、ＰＤＣＣＨのために構成されたセットの
サブフレーム中のＣＣＥをインデックス付けし得る。
【００４１】
　[0055]アップリンク（ＵＬ）上で、モバイルデバイス１１５－ｂにおいて、送信プロセ
ッサ３６４がデータソースからデータを受信し、処理し得る。送信プロセッサ３６４はま
た、基準信号のための基準シンボルを生成し得る。送信プロセッサ３６４からのシンボル
は、適用可能な場合は送信ＭＩＭＯプロセッサ３６６によってプリコードされ、さらに（
たとえば、ＳＣ－ＦＤＭＡなどのために）復調器３５４－ａ～３５４－ｎによって処理さ
れ、基地局１０５－ｃから受信した送信パラメータに従って基地局１０５－ｃに送信され
得る。基地局１０５－ｃにおいて、モバイルデバイス１１５－ｂからのＵＬ信号は、アン
テナ３３４によって受信され、復調器３３２によって処理され、適用可能な場合はＭＩＭ
Ｏ検出器３３６によって検出され、さらに受信プロセッサによって処理され得る。受信プ
ロセッサ３３８は、復号されたデータをデータ出力とプロセッサ３４０とに与え得る。一
構成では、プロセッサ３４０は、モバイルデバイス１１５－ｂに送信するためにインデッ
クス付け命令を生成し得る。インデックス付け命令は、モバイルデバイス１１５－ｂに、
ＥＣＣＥインデックス付けおよび／またはＣＣＥインデックス付けが、関連付けセットの
各サブフレームにわたって実行されるべきか、あるいはＥＰＤＣＣＨ（またはＰＤＣＣＨ
）のために構成されたそれらのサブフレームに対してのみ実行されるべきかを指示し得る
。
【００４２】
　[0056]デバイス１１５－ｂの構成要素は、個別にまたは集合的に、ハードウェア中の適
用可能な機能の一部または全部を実行するように適応された１つまたは複数の特定用途向
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け集積回路（ＡＳＩＣ）を用いて実装され得る。代替的に、それらの機能は、１つまたは
複数の他の処理ユニット（またはコア）によって、１つまたは複数の集積回路上で実行さ
れ得る。他の実施形態では、当技術分野で知られている任意の方法でプログラムされ得る
、他のタイプの集積回路（たとえば、ストラクチャード／プラットフォームＡＳＩＣ、フ
ィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、および他のセミカスタムＩＣ）が使
用され得る。各ユニットの機能はまた、全体的にまたは部分的に、１つまたは複数の汎用
または特定用途向けプロセッサによって実行されるようにフォーマットされた、メモリ中
に記憶された命令を用いて実装され得る。言及したモジュールの各々は、システム３００
の動作に関係する１つまたは複数の機能を実行するための手段であり得る。
【００４３】
　[0057]同様に、基地局１０５－ｃの構成要素は、個別にまたは集合的に、ハードウェア
中の適用可能な機能の一部または全部を実行するように適応された１つまたは複数の特定
用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）を用いて実装され得る。代替的に、それらの機能は、１つ
または複数の他の処理ユニット（またはコア）によって、１つまたは複数の集積回路上で
実行され得る。他の実施形態では、当技術分野で知られている任意の方法でプログラムさ
れ得る、他のタイプの集積回路（たとえば、ストラクチャード／プラットフォームＡＳＩ
Ｃ、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、および他のセミカスタムＩＣ
）が使用され得る。各ユニットの機能はまた、全体的にまたは部分的に、１つまたは複数
の汎用または特定用途向けプロセッサによって実行されるようにフォーマットされた、メ
モリ中に記憶された命令を用いて実装され得る。言及した構成要素の各々は、システム３
００の動作に関係する１つまたは複数の機能を実行するための手段であり得る。
【００４４】
　[0058]様々な開示する実施形態のいくつかに適応し得る通信ネットワークは、階層化プ
ロトコルスタックに従って動作するパケットベースネットワークであり得る。たとえば、
ベアラまたはパケットデータコンバージェンスプロトコル（ＰＤＣＰ：Packet Data Conv
ergence Protocol）レイヤにおける通信はＩＰベースであり得る。無線リンク制御（ＲＬ
Ｃ：Radio Link Control）レイヤは、論理チャネルを介して通信するために、パケットセ
グメンテーションおよびリアセンブリを実行し得る。媒体アクセス制御（ＭＡＣ）レイヤ
は、優先度処理、およびトランスポートチャネルへの論理チャネルの多重化を実行し得る
。ＭＡＣレイヤはまた、リンク効率を改善するために、ＭＡＣレイヤにおける再送信を行
うためにハイブリッドＡＲＱ（ＨＡＲＱ）を使用し得る。物理レイヤにおいて、トランス
ポートチャネルは物理チャネルにマッピングされ得る。
【００４５】
　[0059]ワイヤレスネットワーク１００、２００、および／または３００は、キャリアア
グリゲーション（ＣＡ：carrier aggregation）またはマルチキャリア動作と呼ばれるこ
とがある、複数のキャリア上での動作をサポートし得る。キャリアは、コンポーネントキ
ャリア（ＣＣ：component carrier）、セルなどと呼ばれることもある。「キャリア」、
「ＣＣ」、および「セル」という用語は、本明細書では互換的に使用される。ダウンリン
クのために使用されるキャリアはダウンリンクＣＣと呼ばれることがあり、アップリンク
のために使用されるキャリアはアップリンクＣＣと呼ばれることがある。ＵＥは、キャリ
アアグリゲーションのための、複数のダウンリンクＣＣと１つまたは複数のアップリンク
ＣＣとで構成され得る。ｅＮＢは、１つまたは複数のダウンリンクＣＣ上でデータと制御
情報とをＵＥに送信し得る。ＵＥは、１つまたは複数のアップリンクＣＣ上でデータと制
御情報とをｅＮＢに送信し得る。
【００４６】
　[0060]図４に、開示する実施形態に従って使用され得るシステム４００を示す。システ
ム４００は、１つまたは複数のコンポーネントキャリア１～Ｎ（ＣＣ１1～ＣＣN）を使用
して発展型ノードＢ（ｅＮＢ）１０５－ｄ（たとえば、基地局、アクセスポイントなど）
と通信することができる、ユーザ機器１１５－ｃを含むことができる。図４には、１つの
ユーザ機器１１５－ｃおよび１つのｅＮＢ１０５－ｄのみを示しているが、システム４０
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０は、任意の数のユーザ機器１１５および／またはｅＮＢ１０５を含むことができること
を諒解されたい。ｅＮＢ１０５－ｄは、コンポーネントキャリアＣＣ1～ＣＣN上の順方向
（ダウンリンク）チャネル４３２～４４２を介してユーザ機器１１５－ｃに情報を送信す
ることができる。さらに、ユーザ機器１１５－ｃは、コンポーネントキャリアＣＣ1～Ｃ
ＣN上の逆方向（アップリンク）チャネル４３４～４４４を介してｅＮＢ１０５－ｄに情
報を送信することができる。図４ならびに開示する実施形態のいくつかに関連する他の図
の様々なエンティティについて説明する際、説明の目的で、３ＧＰＰ　ＬＴＥまたはＬＴ
Ｅ－Ａワイヤレスネットワークに関連する名称が使用される。ただし、システム４００は
、限定はしないが、ＯＦＤＭＡワイヤレスネットワーク、ＣＤＭＡネットワーク、３ＧＰ
Ｐ２　ＣＤＭＡ２０００ネットワークなどの他のネットワークにおいて動作することがで
きることを諒解されたい。
【００４７】
　[0061]ＬＴＥ－Ａベースのシステムでは、ユーザ機器１１５－ｃは、より広い全送信帯
域幅を可能にするためにｅＮＢ１０５－ｄによって利用される複数のコンポーネントキャ
リアで構成され得る。図４に示すように、ユーザ機器１１５－ｃは、Ｎを１以上の整数と
して、「コンポーネントキャリア１」４３０～「コンポーネントキャリアＮ」４４０で構
成され得る。図４に２つのコンポーネントキャリアを示すが、ユーザ機器１１５－ｃは、
任意の好適な数のコンポーネントキャリアで構成され得、したがって、本明細書および特
許請求の範囲で開示する主題は２つのコンポーネントキャリアに限定されないことを諒解
されたい。一例では、複数のコンポーネントキャリアのうちのいくつかはＬＴＥ　Ｒｅｌ
－８キャリアであり得る。したがって、コンポーネントキャリアのうちのいくつかは、レ
ガシー（たとえば、ＬＴＥ　Ｒｅｌ－８ベースの）ユーザ機器にはＬＴＥ　Ｒｅｌ－８キ
ャリアとして見え得る。コンポーネントキャリア４３０～４４０は、それぞれのダウンリ
ンク４３２～４４２ならびにそれぞれのアップリンク４３４～４４４を含むことができる
。
【００４８】
　[0062]マルチキャリア動作中、異なるユーザ機器に関連付けられたＤＣＩメッセージは
、複数のコンポーネントキャリア上で搬送され得る。たとえば、ＰＤＣＣＨおよび／また
はＥＰＤＣＣＨ上のＤＣＩは、ＰＤＳＣＨ送信のためにユーザ機器によって使用されるよ
うに構成された同じコンポーネントキャリア上に含まれ得る（すなわち、同一キャリアシ
グナリング）。代替または追加として、ＤＣＩは、ＰＤＳＣＨ送信のために使用されるタ
ーゲットコンポーネントキャリアとは異なるコンポーネントキャリア上で搬送され得る（
すなわち、クロスキャリアシグナリング）。いくつかの実施形態では、半静的に有効化さ
れ得るキャリアインジケータフィールド（ＣＩＦ：carrier indicator field）は、ＰＤ
ＳＣＨ送信のためにターゲットキャリア以外のキャリアからのＰＤＣＣＨおよび／または
ＥＰＤＣＣＨ制御シグナリングの送信を可能にするために、一部または全部のＤＣＩフォ
ーマット中に含まれ得る（クロスキャリアシグナリング）。
【００４９】
　[0063]図５は、前の図に関して上記で説明したワイヤレス通信システム１００、２００
、３００、および／または４００を含む、ワイヤレス通信システムにおいて使用され得る
フレーム構造５００の例を示す図である。フレーム構造５００はＬＴＥまたは同様のシス
テムにおいて使用され得る。フレーム（１０ｍｓ）は、等しいサイズの１０個のサブフレ
ームに分割され得る。各サブフレームは、２つの連続するタイムスロットを含み得る。コ
ンポーネントキャリア５１０は、２つのタイムスロットを表すリソースグリッドとして図
示され得、各タイムスロットはリソースブロックを含む。リソースブロックは複数のリソ
ース要素に分割され得る。
【００５０】
　[0064]ＬＴＥでは、リソースブロックは、周波数領域中に１２個の連続サブキャリアを
含み、各ＯＦＤＭシンボル中のノーマルサイクリックプレフィックスについて、時間領域
中に７個の連続ＯＦＤＭシンボル、または８４個のリソース要素を含み得る。Ｒ５０２、
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５０４として示されるリソース要素のうちのいくつかはＤＬ基準信号（ＤＬ－ＲＳ：DL r
eference signal）を含み得る。ＤＬ－ＲＳは、（共通ＲＳと呼ばれることもある）セル
固有ＲＳ（ＣＲＳ：Cell-specific RS）５０２と、ＵＥ固有ＲＳ（ＵＥ－ＲＳ：UE-speci
fic RS）５０４とを含み得る。ＵＥ－ＲＳ５０４は、対応する物理ＤＬ共有チャネル（Ｐ
ＤＳＣＨ）がマッピングされるリソースブロック上のみで送信され得る。各リソース要素
によって搬送されるビット数は変調方式に依存し得る。したがって、ＵＥが受信するリソ
ースブロックが多いほど、また変調方式が高いほど、ＵＥのデータレートは高くなり得る
。
【００５１】
　[0065]データを送信するために送信ダイバーシティが使用されるとき、複数のチャネル
を介して同じデータの複数のバージョンが送信され得る。チャネルの各々は、時間領域（
たとえば、タイムスロット）、周波数領域（たとえば、サブキャリア）、コーディング領
域（たとえば、ＣＤＭＡコーディング）、またはアンテナ／方向（たとえば、異なるアン
テナポート）における１つまたは複数のパーティションに従って定義され得る。したがっ
て、図５の例示的なフレーム構造５００を使用して、異なるリソース要素を使用してデー
タの異なるバージョンを送信することによって送信ダイバーシティが達成され得る。ただ
し、同じリソース要素および異なるコーディング、アンテナ、または方向を使用してデー
タの異なるバージョンを送信することによっても送信ダイバーシティが達成され得る。し
たがって、フレーム中のいくつかのリソース要素に対応する干渉信号を受信するＵＥまた
は基地局は、同じ干渉信号の異なるバージョンのための他のリソース要素を監視し得る。
ＵＥまたは基地局はさらに、干渉信号の異なるバージョンのための、他のコード化または
指向性チャネルに関して同じまたは異なるリソース要素を監視し得る。ＵＥまたは基地局
が、干渉信号に関して送信ダイバーシティが使用されると判断した場合、ＵＥまたは基地
局は、干渉信号を推定および消去するために干渉信号の受信バージョンのうちの２つ以上
を組み合わせ得る。
【００５２】
　[0066]次に図６を参照すると、様々な実施形態による、コンポーネントキャリアのため
の例示的なフレーム構造６００が示されている。図６に、たとえば、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ
システムのためのコンポーネントキャリア６１０のためのフレーム構造６００を示し得る
。ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａシステムでは、物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）６４
０は、データおよびシグナリング情報をユーザ機器に搬送し、物理ダウンリンク制御チャ
ネル（ＰＤＣＣＨ）６２０は、ダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）として知られているメッ
セージを搬送する。図示の例では、コンポーネントキャリア６１０は、簡単のために、２
４個のサブキャリアを用いて示されている。コンポーネントキャリア６１０は、様々な実
施形態ではより多いまたはより少ないサブキャリアで構成され得ることを理解されたい。
【００５３】
　[0067]図６に示されているように、ＰＤＣＣＨ６２０は、概して、ＰＤＳＣＨ６４０と
時分割多重化され、概して、各サブフレームの最初の領域内のコンポーネントキャリア６
１０の帯域幅全体内に完全に分散される。図６に図示された例では、ＰＤＣＣＨ６２０は
、２つのＰＤＣＣＨブロック６３０－１および６３０－２を含む。ＰＤＣＣＨ６２０は、
被サービスＵＥのための制御情報に基づいて適切であるように、より多いまたはより少な
いＰＤＣＣＨブロック６３０を含み得る。ＰＨＩＣＨおよび／またはＰＣＦＩＣＨチャネ
ルは、コンポーネントキャリア６１０のための図示されたサブフレームの最初のシンボル
中の影つきブロックによって示されるように、ＰＤＣＣＨ６２０の最初のシンボル中に発
見され得る。
【００５４】
　[0068]ＤＣＩは、ダウンリンクスケジューリング割当て、アップリンクリソース許可、
送信方式、アップリンク電力制御、ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）情報、変調お
よびコーディング方式（ＭＣＳ：modulation and coding schemes）ならびに他の情報に
関する情報を含む。ＤＣＩは、ＵＥ固有（専用）またはセル固有（共通）であり得、ＤＣ
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Ｉのフォーマットに応じてＰＤＣＣＨ内の異なる専用および共通探索空間に配置され得る
。ユーザ機器は、ＤＣＩが検出されるまで探索空間中で複数の復号試みが実行される、ブ
ラインド復号として知られるプロセスを実行することによってＤＣＩを復号しようと試み
る。
【００５５】
　[0069]ＤＣＩメッセージのサイズは、ＤＣＩによって搬送される情報のタイプおよび量
に応じて異なることができる。たとえば、空間多重化がサポートされる場合、ＤＣＩメッ
セージのサイズは、連続周波数割当てが行われるシナリオに比較してより大きくなる。同
様に、ＭＩＭＯを採用するシステムの場合、ＤＣＩは、ＭＩＭＯを利用しないシステムに
は不要である追加のシグナリング情報を含まなければならない。したがって、ＤＣＩは、
異なる構成に適した異なるフォーマットにカテゴリー化されている。ＤＣＩフォーマット
のサイズは、ＤＣＩメッセージ内で搬送される情報の量だけでなく、送信帯域幅、アンテ
ナポートの数、ＴＤＤまたはＦＤＤ動作モードなどの他のファクタにも依存する。
【００５６】
　[0070]いくつかのシステムでは、誤り検出に対してのためにＤＣＩメッセージに巡回冗
長検査（ＣＲＣ：cyclic redundancy check）ビットも付加されることに留意されたい。
コーディングされたＤＣＩビットは、次いで、ＤＣＩフォーマットに従って制御チャネル
要素（ＣＣＥ）にマッピングされる。ＰＤＣＣＨは、複数のユーザ機器に関連付けられた
ＤＣＩメッセージを搬送することができる。したがって、特定のユーザ機器は、その特定
のユーザ機器に向けられているＤＣＩメッセージを認識することが可能でなければならな
い。そのために、ユーザ機器に、そのユーザ機器に関連付けられたＤＣＩの検出を可能に
するある識別子（たとえば、セル無線ネットワーク一時識別子（Ｃ－ＲＮＴＩ：cell rad
io network temporary identifier））が割り当てられる。シグナリングオーバーヘッド
を低減するために、各ＤＣＩペイロードにアタッチされたＣＲＣビットは、特定のユーザ
機器に関連付けられた識別子（たとえば、Ｃ－ＲＮＴＩ）および／またはユーザ機器のグ
ループに関連付けられた識別子を用いてスクランブル（たとえば、マスキング）される。
「ブラインド復号」として知られている動作では、ユーザ機器は、それの一意の識別子を
使用して潜在的なＤＣＩメッセージすべてをデスクランブル（またはデマスキング（de-m
ask））し、ＤＣＩペイロード上でＣＲＣチェックを実行することができる。ＣＲＣチェ
ックがパスした場合、制御チャネルのコンテンツはユーザ機器に対して有効であると宣言
され、次いで、そのユーザ機器はＤＣＩを処理することができる。
【００５７】
　[0071]ユーザ機器における電力消費およびオーバーヘッドを低減するために、制御チャ
ネル要素（ＣＣＥ）ロケーションの限定されたセットが指定され得、ここにおいて、ＣＣ
Ｅロケーションのセットは、特定のＵＥに関連付けられたＤＣＩペイロードが配置され得
るロケーションを含む。たとえば、ＣＣＥは、９つの論理的に連続するリソース要素グル
ープ（ＲＥＧ：resource element group）からなり、各ＲＥＧは４つのリソース要素（Ｒ
Ｅ）を含み得る。各ＲＥは、１つの周波数時間単位である。ＣＣＥは、ＤＣＩフォーマッ
トとシステム帯域幅とに応じて異なるレベル（たとえば、１、２、４および８）でアグリ
ゲートされ得る。ユーザ機器がその対応するＤＣＩメッセージを見つけることができるＣ
ＣＥロケーションのセットは、探索空間と見なされる。探索空間は、共通ＣＣＥ領域また
は探索空間と、ＵＥ固有（専用）ＣＣＥ領域または探索空間との２つの領域に区分され得
る。共通ＣＣＥ領域は、ｅＮＢによってサービスされるすべてのＵＥによって監視され、
ページング情報、システム情報、ランダムアクセス手順などの情報を含むことができる。
ＵＥ固有ＣＣＥ領域は、ユーザ固有の制御情報を含み、ユーザ機器ごとに個別に構成され
る。ＣＣＥは連続的に番号付けされ、共通探索空間およびＵＥ固有探索空間は、重複する
ＣＣＥにわたり得る。共通探索空間はＣＣＥ０から開始し得るが、ＵＥ固有探索空間は、
ＵＥ　ＩＤ（たとえば、Ｃ－ＲＮＴＩ）、サブフレームインデックス、ＣＣＥアグリゲー
ションレベルおよび他のランダムシードに依存する開始ＣＣＥインデックスを有する。
【００５８】
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　[0072]ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａでは、ダウンリンク制御情報のための肯定応答／否定応答（
ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）は、ＰＵＣＣＨを使用したハイブリッドＡＲＱ確認応答（ＨＡＲＱ－
ＡＣＫ）によって実行される。ＨＡＲＱ－ＡＣＫのためのＰＵＣＣＨリソースは、対応す
るＤＣＩ割当ての送信のために使用される最初のＣＣＥの数（すなわち、ＰＤＣＣＨを構
成するために使用される最も低いＣＣＥインデックス）、およびより高いレイヤによって
構成された他の情報（たとえば、ＰＵＣＣＨオフセットなど）に基づいて判断され得る。
ＦＤＤ動作の場合、ＰＤＳＣＨ上の検出された制御情報のためのＨＡＲＱ－ＡＣＫが、Ｐ
ＤＳＣＨサブフレームに基づいて判断されたＰＵＣＣＨサブフレーム中で報告され得る（
たとえば、ｎ－４など）。ＴＤＤ動作の場合、検出された制御情報のためのＨＡＲＱ－Ａ
ＣＫが、ＴＤＤ関連付けセットＭに依存するＰＵＣＣＨサブフレーム中で報告され得る。
【００５９】
　[0073]ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ　Ｒｅｌ．１１では、拡張制御チャネルＥＰＤＣＣＨが導入
される。ＥＰＤＣＣＨチャネルとＰＤＣＣＨチャネルとの間の主要な差異は、ＥＰＤＣＣ
Ｈが、概して、コンポーネントキャリアの実質的にキャリア帯域幅全体にわたる、サブフ
レームの始端における制御領域において発見されるのではなく、時間および周波数領域に
おいてスケジュールされ得ることである。ＥＰＤＣＣＨは、制御チャネル容量を増加させ
、以前はコンポーネントキャリア内でデータを送信するためのみに使用されていた周波数
領域スケジューリング、ビームフォーミング、およびリンク適応などの利得機構を利用し
得る。追加として、ＥＰＤＣＣＨは、周波数領域キャリア間干渉消去（ＩＣＩＣ：inter-
carrier interference cancellation）をサポートするのを助け、制御チャネルリソース
の空間再利用を改善し得る。ＥＰＤＣＣＨをサポートするＵＥは、ＰＤＣＣＨのみをサポ
ートするレガシーＵＥと同じコンポーネントキャリア上に共存し得る。ＰＲＢペア内のＰ
ＤＳＣＨとＥＰＤＣＣＨとの多重化は許容されない。
【００６０】
　[0074]図７に、様々な実施形態による、ＥＰＤＣＣＨ制御チャネル７３５を採用するＬ
ＴＥ　Ｒｅｌ．１１コンポーネントキャリア７１０の例示的なフレーム構造７００を示す
。ＰＤＣＣＨと同様に、ＥＰＤＣＣＨは、１つまたは複数の共通探索空間と１つまたは複
数のＵＥ固有探索空間とを有し得る。コンポーネントキャリアのためのＰＤＣＣＨは、サ
ブフレームの始端におけるコンポーネントキャリアの実質的に全帯域幅を占有するが、Ｅ
ＰＤＣＣＨ７３５は、コンポーネントキャリア７１０のサブキャリアのサブセットを介し
て、および１つまたは複数のサブフレームを介してスケジュールされ得る。ＥＰＤＣＣＨ
セットは、Ｎ個のＰＲＢペアのグループとして定義され得る（たとえば、各リソースセッ
トはそれ自体のサイズ（たとえば、２、４または８ＰＲＢペア）であり得る）。
【００６１】
　[0075]各ＥＰＤＣＣＨセットは、局所ＥＰＤＣＣＨまたは分散ＥＰＤＣＣＨのいずれか
のために構成され得る。ＵＥは、同じコンポーネントキャリア上の同じサブフレーム内の
ＥＰＤＣＣＨおよびＰＤＣＣＨを監視しない。異なる論理ＥＰＤＣＣＨセットインデック
スをもつＥＰＤＣＣＨセットのＰＲＢペアは、完全に重複するか、部分的に重複するか、
または重複し得ない。ＵＥは、ＤＬサブフレームのサブセット中のＥＰＤＣＣＨを監視す
るように構成され得る。ＵＥは、ＥＰＤＣＣＨのために構成されていないサブフレーム中
のＰＤＣＣＨを監視し得る。
【００６２】
　[0076]実施形態では、また、ＥＰＤＣＣＨのＨＡＲＱ－ＡＣＫのためのリソースロケー
ションを判断することは、対応するＥＰＤＣＣＨの最も低いＥＣＣＥインデックスに基づ
き得る。ＥＰＤＣＣＨのＨＡＲＱ－ＡＣＫのためのリソースロケーションはまた、各ＥＰ
ＤＣＣＨセットのための開始オフセットに基づき得る。開始オフセットは、各ＵＥのため
に半静的に構成され得る。
【００６３】
　[0077]ＴＤＤ動作では、Ｍ個（たとえば、１つ、２つ、３つ、４つなど）のＤＬサブフ
レームに対応するＨＡＲＱ－ＡＣＫが１つのＵＬサブフレーム中で報告され得、ここにお
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いて、Ｍはダウンリンクサブフレームの関連付けセットと呼ばれる。複数のＰＤＣＣＨ　
ＤＬサブフレームを用いたＨＡＲＱ－ＡＣＫの場合、ＰＵＣＣＨリソースは、対応するＰ
ＤＣＣＨのための関連付けセット内のサブフレームと、サブフレーム内のＰＤＣＣＨの送
信のために使用される最初のＣＣＥの数とに基づき得る。ＰＵＣＣＨリソースはまた、開
始オフセットとアンテナポートマッピングとに基づき得る。
【００６４】
　[0078]ＥＰＤＣＣＨがＴＤＤ動作において使用される場合、ＰＤＣＣＨとＥＰＤＣＣＨ
との混合がダウンリンクサブフレームの関連付けセット内に存在する可能性がある。ダウ
ンリンクサブフレームの同じ関連付けセットＭ内のＰＤＣＣＨとＥＰＤＣＣＨとの混合の
場合、ＨＡＲＱ－ＡＣＫのためのＰＵＣＣＨリソースを判断するときに課題が存在する。
【００６５】
　[0079]したがって、ＵＥ（たとえば、ＵＥ１１５）が、ＤＬサブフレームのサブセット
中のＥＰＤＣＣＨを監視するように構成され得ることになる。ＵＥは、ＥＰＤＣＣＨを監
視するように構成されていないサブフレーム中のレガシーＰＤＣＣＨを監視し得る。過去
において、ＰＵＣＣＨリソース割振りは、同じ関連付けセット内の単一のタイプの制御チ
ャネルによって判断された。ただし、同じ関連付けセット内にＰＤＣＣＨとＥＰＤＣＣＨ
との混合があるとき、ＰＵＣＣＨのためのＣＣＥインデックスおよびＥＣＣＥインデック
スをどのように指定するかに関する判断が求められる。
【００６６】
　[0080]一例では、ＵＥが関連付けセット内のＥＰＤＣＣＨを監視する実際のサブフレー
ムにかかわらず、ＥＣＣＥインデックス付けは、Ｍの同じ関連付けセット内のサブフレー
ムの総数に基づき得る。たとえば、図８に、関連付けセット中の第２のサブフレーム８１
０－ａ－１および第４のサブフレーム８１０－ａ－２上のみでＥＰＤＣＣＨが監視される
場合でも４つのサブフレームに基づいて定義される、例示的なＥＣＣＥインデックス付け
８００を示す。ＵＥは、第１のサブフレーム８０５－ａ－１および第３のサブフレーム８
０５－ａ－１上でＰＤＣＣＨを監視し得る。これは、サブフレームが時間的に連続する、
連続インデックス付けと呼ばれることがある。
【００６７】
　[0081]図９は、連続ＥＣＣＥインデックス付けの一実施形態を示すブロック図９００で
ある。ダウンリンクサブフレームの関連付けセットのサブフレームは、ＰＤＣＣＨメッセ
ージまたはＥＰＤＣＣＨメッセージのいずれかのために構成され得る。一構成では、第１
のサブフレーム８０５－ａ－１および第３のサブフレーム８０５－ａ－２はＥＰＤＣＣＨ
メッセージのために構成されないことがある。代わりに、これらのサブフレームはＰＤＣ
ＣＨメッセージのために構成され得る。ただし、第２のサブフレーム８１０－ａ－１およ
び第４のサブフレーム８１０－ａ－２はＥＰＤＣＣＨのために構成され得る。
【００６８】
　[0082]一例では、特定のサブフレームがＥＰＤＣＣＨのために構成されているかどうか
にかかわらず、ＥＰＤＣＣＨメッセージのために使用されるＥＣＣＥ９０５が各サブフレ
ームにわたってインデックス付けされ得る。その結果、（ＥＰＤＣＣＨのために構成され
ていない）第１のサブフレーム８０５－ａ－１中のＥＣＣＥインデックス付けは０～８で
あり、（ＥＰＤＣＣＨのために構成された）第２のサブフレーム８１０－ａ－１中のＥＣ
ＣＥインデックス付けは９～１７であり、（ＥＰＤＣＣＨのために構成されていない）第
３のサブフレーム８０５－ａ－２中のＥＣＣＥインデックス付けは１８～２６であり、（
ＥＰＤＣＣＨのために構成された）第４のサブフレーム８１０－ａ－２中のＥＣＣＥイン
デックス付けは２７～３５であり得る。
【００６９】
　[0083]ＵＥ１１５がサブフレーム中のＥＰＤＣＣＨを検出したとき、その検出されたＥ
ＰＤＣＣＨのために使用されるＥＣＣＥのインデックスは、アップリンクチャネルリソー
スを識別するために使用され得る。識別されたアップリンクチャネルリソースは、アップ
リンクサブフレーム中でＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を送信するために使用され得る。たとえば
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、第１のＥＰＤＣＣＨが第２のサブフレーム８１０－ａ－１中で検出され得る。第１のＥ
ＰＤＣＣＨのために使用されるＥＣＣＥのインデックスは、アップリンクサブフレーム中
のアップリンクリソースにマッピングするために使用され得る。これらのアップリンクリ
ソースは、次いで、ｅＮＢへのアップリンク中でＡＣＫ／ＮＡＣＫを送信するために使用
され得る。さらに、第２のＥＰＤＣＣＨが第４のサブフレーム８１０－ａ－２中で検出さ
れ得る。この第２のＥＰＤＣＣＨのために使用されるＥＣＣＥのインデックスは、アップ
リンクにおけるＨＡＲＱフィードバック情報（たとえば、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報）のため
に使用するためのアップリンクチャネルリソースを識別するために使用され得る。図示の
ように、特定のサブフレーム（たとえば、第１のサブフレーム８０５－ａ－１および第３
のサブフレーム８０５－ａ－２）がＥＰＤＣＣＨのために構成されていない場合でも、Ｅ
ＣＣＥのインデックス付けは関連付けセット中の各サブフレームによって定義され得る。
【００７０】
　[0084]第２および第４のサブフレーム中で検出されている単一のＥＰＤＣＣＨリソース
セットのみが示されているが、２つ以上のＥＰＤＣＣＨリソースセットが単一のサブフレ
ーム中で検出され得ることを理解されたい。特定のサブフレーム中の検出されたＥＰＤＣ
ＣＨの各々のためのＥＣＣＥのインデックス付けは、互いに別個であり得る。一例では、
ＵＥ１１５が、複数のＥＰＤＣＣＨリソースセットを構成する構成を受信し得る。各ＥＰ
ＤＣＣＨリソースセットは、２つ以上の物理リソースブロック（ＰＲＢ）ペアを含み得る
。一構成では、ダウンリンクサブフレームのセットの各サブフレーム中の各それぞれのＥ
ＰＤＣＣＨリソースセットのインデックス値が増分され得る。
【００７１】
　[0085]一実施形態では、第１のＥＰＤＣＣＨリソースセットのために使用されるＥＣＣ
Ｅの数（ＮECCE1）は、同じサブフレーム中で検出された第２のＥＰＤＣＣＨリソースセ
ットのために使用されるＥＣＣＥの数（ＮECCE2）とは異なることがある。第１のＥＰＤ
ＣＣＨのために使用されるＥＣＣＥのインデックス付けは、第１のサブフレームのために
０～（ＮECCE1－１）、第２のサブフレームのためにＮECCE1～（２ＮECCE1－１）、第３
のサブフレームのために（２ＮECCE1）～（３ＮECCE1－１）、第４のサブフレームのため
に３ＮECCE1～（４ＮECCE1－１）として定義され得る。第２のＥＰＤＣＣＨのために使用
されるＥＣＣＥのインデックス付けは、第１のサブフレームのために０～（ＮECCE2－１
）、第２のサブフレームのためにＮECCE2～（２ＮECCE2－１）、第３のサブフレームのた
めに（２ＮECCE2）～（３ＮECCE2－１）、第４のサブフレームのために３ＮECCE2～（４
ＮECCE2－１）として定義され得る。
【００７２】
　[0086]別の例では、ＥＣＣＥインデックス付けは、ＵＥ１１５が関連付けセット内のＥ
ＰＤＣＣＨを監視する実際のサブフレームに基づき得る。たとえば、図１０に、ＥＰＤＣ
ＣＨのために構成された実際のサブフレーム（すなわち、関連付けセット中の第２のサブ
フレーム８１０－ａ－１および第４のサブフレーム８１０－ａ－２）に基づいて定義され
る、例示的なＥＣＣＥインデックス付け１０００を示す。これは、サブフレームが時間的
に連続しない、選択的インデックス付けと呼ばれることがある。
【００７３】
　[0087]図１１は、選択的ＥＣＣＥインデックス付けの一実施形態を示すブロック図１１
００である。ダウンリンクサブフレームの関連付けセットのサブフレームは、ＰＤＣＣＨ
メッセージまたはＥＰＤＣＣＨメッセージのいずれかのために構成され得る。一構成では
、第１のサブフレーム８０５－ａ－１および第３のサブフレーム８０５－ａ－２はＥＰＤ
ＣＣＨメッセージのために構成されないことがある。代わりに、これらのサブフレームは
ＰＤＣＣＨメッセージのために構成され得る。ただし、第２のサブフレーム８１０－ａ－
１および第４のサブフレーム８１０－ａ－２はＥＰＤＣＣＨのために構成され得る（しか
し、ＰＤＣＣＨ構成されないことがある）。
【００７４】
　[0088]一例では、ＥＰＤＣＣＨメッセージのための使用されるＥＣＣＥ９０５は、ＥＰ
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ＤＣＣＨのために構成されたサブフレームにわたってインデックス付けされ得る。その結
果、ＥＣＣＥのインデックス付けは（ＥＰＤＣＣＨのために構成されていない）第１のサ
ブフレーム８０５－ａ－１中で実行されず、（ＥＰＤＣＣＨのために構成された）第２の
サブフレーム８１０－ａ－１中のＥＣＣＥインデックス付けは０～８であり、（ＥＰＤＣ
ＣＨのために構成されていない）第３のサブフレーム８０５－ａ－２中のＥＣＣＥインデ
ックス付けは実行されず、（ＥＰＤＣＣＨのために構成された）第４のサブフレーム８１
０－ａ－２中のＥＣＣＥインデックス付けは９～１７であり得る。
【００７５】
　[0089]ＵＥ１１５がサブフレーム中のＥＰＤＣＣＨを検出したとき、その検出されたＥ
ＰＤＣＣＨのために使用されるＥＣＣＥのインデックスは、アップリンクチャネルリソー
スを識別するために使用され得る。識別されたアップリンクチャネルリソースは、アップ
リンクサブフレーム中でＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を送信するために使用され得る。たとえば
、第１のＥＰＤＣＣＨが第２のサブフレーム８１０－ａ－１中で検出され得る。第１のＥ
ＰＤＣＣＨのために使用されるＥＣＣＥのインデックスは、アップリンクサブフレーム中
のアップリンクリソースにマッピングするために使用され得る。これらのアップリンクリ
ソースは、次いで、ｅＮＢへのアップリンク中でＡＣＫ／ＮＡＣＫを送信するために使用
され得る。さらに、第２のＥＰＤＣＣＨが第４のサブフレーム８１０－ａ－２中で検出さ
れ得る。この第２のＥＰＤＣＣＨのために使用されるＥＣＣＥのインデックスは、アップ
リンクにおけるＨＡＲＱフィードバック情報（たとえば、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報）のため
に使用するためのアップリンクチャネルリソースを識別するために使用され得る。図示の
ように、特定のサブフレーム（たとえば、第１のサブフレーム８０５－ａ－１および第３
のサブフレーム８０５－ａ－２）がＥＰＤＣＣＨのために構成されていない場合でも、Ｅ
ＣＣＥのインデックス付けは関連付けセット中の各サブフレームによって定義され得る。
【００７６】
　[0090]第２および第４のサブフレーム中で検出されているただ１つのＥＰＤＣＣＨリソ
ースセットが示されているが、２つ以上のＥＰＤＣＣＨリソースセットが単一のサブフレ
ーム中で検出され得る。特定のサブフレーム中の検出されたＥＰＤＣＣＨの各々のための
ＥＣＣＥのインデックス付けは、互いに別個であり得る。一実施形態では、第１のＥＰＤ
ＣＣＨのために使用されるＥＣＣＥの数（ＮECCE1）は、同じサブフレーム中で検出され
た第２のＥＰＤＣＣＨのために使用されるＥＣＣＥの数（ＮECCE2）とは異なることがあ
る。第１のＥＰＤＣＣＨのための使用されるＥＣＣＥのインデックス付けは、第２のサブ
フレームのための０～（ＮECCE1－１）、および第４のサブフレームのためのＮECCE1～（
２ＮECCE1－１）として定義され得る。第２のＥＰＤＣＣＨのために使用されるＥＣＣＥ
のインデックス付けは、第２のサブフレームのための０～（ＮECCE2－１）、および第４
のサブフレームのためのＮECCE2～２ＮECCE2－１）として定義され得る。
【００７７】
　[0091]一例では、ＥＣＣＥインデックス付けの判断において（およびＰＵＣＣＨリソー
スの後続の識別のために）使用されるサブフレームは、上位レイヤシグナリングによる構
成に基づき得る。たとえば、ＲＲＣシグナリングは、ＵＥがＥＰＤＣＣＨメッセージのた
めにどのサブフレームを監視すべきかを示し得る。デバイス構成に応じて、ＵＥは、それ
の構成されたサブフレームのうちの１つまたは複数中で監視することをスキップすること
がある。たとえば、ＵＥは、構成された測定ギャップと一致する、それのＥＰＤＣＣＨサ
ブフレームのうちの１つまたは複数中で監視することをスキップすることがある。同様に
、間欠受信（ＤＲＸ：discontinuous reception）のために構成されたＵＥは、それのス
リープサイクルと一致する、関連付けセット中のＥＰＤＣＣＨサブフレームのうちの１つ
または複数を監視しないことがある。サブフレームを監視することはまた、ＭＢＭＳサブ
フレームとの衝突の場合などにスキップされることがある。
【００７８】
　[0092]スキップされるサブフレームの可能性に対処するための１つの手法は、ＥＣＣＥ
インデックス判断を上位レイヤ構成のみに基づかせることである。この場合、ＵＥは、そ
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れが各サブフレーム中のＥＰＤＣＣＨを実際に監視するかどうかにかかわらず、ＥＣＣＥ
インデックス付けのそれの判断を、すべての構成されたＥＰＤＣＣＨサブフレームに基づ
かせる。このことは、複雑な、場合によっては変化するデバイス構成を仮定すれば、デバ
イス動作を簡略化する観点から有利であり得る。また、それは、ＰＵＣＣＨ管理を簡略化
し得るセル固有手法を作成する。代替的に、スキップされたサブフレームがＥＣＣＥイン
デックス付けから除外され得る。この手法の場合、ＵＥによって実際に監視された構成さ
れたセット中のそれらのサブフレームのみが、ＥＣＣＥインデックス付けのために使用さ
れ得る。より複雑であるが、このデバイス固有の手法は、より大きいフレキシビリティお
よび／またはより効率的なアップリンクリソース利用を可能にし得る。ＥＣＣＥインデッ
クス付けを用いたスキップされたサブフレームの処理は固定され得（たとえば、それはハ
ードコーディングされ得）、またはそれは時間ごとに変化し得る（たとえば、それはデバ
イスにシグナリングされ得る）。追加として、スキップされたサブフレームをＥＣＣＥイ
ンデックス付けに含めるべきか、または除外すべきかが、サブフレームを監視しない理由
に依存する。たとえば、ＭＢＭＳサブフレームにより監視されないＥＰＤＣＣＨサブフレ
ームは、ＥＣＣＥインデックス付けから除外され得るが、他の目的のためにスキップされ
たサブフレームは含まれ得る。
【００７９】
　[0093]ＣＣＥインデックス付けを参照すると、一例では、ＣＣＥインデックス付けは、
ＵＥが関連付けセット内のＰＤＣＣＨを監視する実際のサブフレームにかかわらず、Ｍの
同じ関連付けセット内のサブフレームの総数に基づき得る。たとえば、図１２は、関連付
けセット中の第１のサブフレーム８０５－ａ－１および第３のサブフレーム８０５－ａ－
２上のみでＰＤＣＣＨが監視される場合でも、関連付けセット中のすべての４つのサブフ
レームに基づいて定義される、例示的なＣＣＥインデックス付けを示す。これは、サブフ
レームが時間的に連続する、連続インデックス付けと呼ばれることがある。
【００８０】
　[0094]別の例では、ＣＣＥインデックス付けは、ＵＥが関連付けセット内のＰＤＣＣＨ
を監視する実際のサブフレームに基づき得る。たとえば、図１３に、ＰＤＣＣＨが監視さ
れる２つのサブフレーム、第１のサブフレーム８０５－ａ－１および第３のサブフレーム
８０５－ａ－２に基づいて定義される、例示的なＣＣＥインデックス付けを示す。これは
、サブフレームが時間的に連続しない、選択的インデックス付けと呼ばれることがある。
【００８１】
　[0095]ＥＣＣＥインデックス付けおよびＣＣＥインデックス付けのために同じ代替形態
または異なる代替形態が選択され得ることは注目に値する（たとえば、ＥＣＣＥは選択的
インデックス付けを使用し、ＣＣＥは連続的インデックス付けを使用する）。このタイプ
のインデックス付けは、関連付けセット中の異なるサブフレームにわたって、ＣＣＥイン
デックス付けがどのように定義されているかにかかわらず、適用され得る。ＥＣＣＥイン
デックス付けまたはＣＣＥインデックス付けのためのＥＰＤＣＣＨまたはＰＤＣＣＨサブ
フレームのためのサブセットはまた、ＲＲＣ中で、仕様において明示的に、またはそれら
の組合せでシグナリングされ得る。したがって、インデックスは、全体的にまたは部分的
に、ＵＥにおいてローカルに記憶され得る。ＵＥは、したがって、ｅＮＢからインデック
ス情報を受信するか、ハードコーディングされたインデックス付けを有するか、またはそ
れらの任意の組合せであり得る。
【００８２】
　[0096]図１４は、様々な実施形態による、ＰＵＣＣＨリソースを判断するためのＥＣＣ
Ｅインデックス付けのために構成されたＵＥ１１５－ｄのブロック図１４００である。Ｕ
Ｅ１１５－ｄは、パーソナルコンピュータ（たとえば、ラップトップコンピュータ、ネッ
トブックコンピュータ、タブレットコンピュータなど）、セルラー電話、ＰＤＡ、スマー
トフォン、デジタルビデオレコーダ（ＤＶＲ）、インターネットアプライアンス、ゲーム
コンソール、電子リーダーなど、様々な構成のいずれかを有し得る。ＵＥ１１５－ｆは、
モバイル動作を可能にするために、小型バッテリーなどの内部電源（図示せず）を有し得
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る。いくつかの実施形態では、ＵＥ１１５－ｄは、図１、図２、図３、および／または図
４のＵＥ１１５であり得る。
【００８３】
　[0097]ＵＥ１１５－ｄは、概して、通信を送信するための構成要素と、通信を受信する
ための構成要素とを含む、双方向通信のための構成要素を含み得る。ＵＥ１１５－ｄは、
トランシーバモジュール１４１０と（１つまたは複数の）アンテナ１４０５とを含み得、
その各々は、（たとえば、１つまたは複数のバスを介して）互いに直接的または間接的に
通信し得る。トランシーバモジュール１４１０は、上記で説明したように、（１つまたは
複数の）アンテナ１４０５ならびに／あるいは１つまたは複数のワイヤードもしくはワイ
ヤレスリンクを介して、１つまたは複数のネットワークと双方向に通信するように構成さ
れる。たとえば、トランシーバモジュール１４１０は、図１、図２、図３、および図４の
基地局１０５と双方向に通信するように構成され得る。トランシーバモジュール１４１０
は、パケットを変調し、変調されたパケットを送信のために（１つまたは複数の）アンテ
ナ１４０５に与え、（１つまたは複数の）アンテナ１４０５から受信されたパケットを復
調するように構成されたモデムを含み得る。モバイルデバイス１１５－ｄは単一のアンテ
ナ１４０５を含み得るが、モバイルデバイス１１５－ｄは、複数のワイヤレス通信を同時
に送信および／または受信することが可能な複数のアンテナ１４０５を有し得る。
【００８４】
　[0098]メモリ１４８０は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）と読取り専用メモリ（Ｒ
ＯＭ）とを含み得る。メモリ１４８０は、実行されるとプロセッサモジュール１４７０に
本明細書で説明する様々な機能（たとえば、呼処理、データベース管理、メッセージルー
ティングなど）を実施させるように構成された命令を含んでいるコンピュータ可読、コン
ピュータ実行可能ソフトウェア／ファームウェアコード１４８５を記憶し得る。代替的に
、ソフトウェア／ファームウェアコード１４８５は、プロセッサモジュール１４７０によ
って直接的に実行可能でないことがあるが、（たとえば、コンパイルされ実行されたとき
）コンピュータに本明細書で説明する機能を実施させるように構成され得る。
【００８５】
　[0099]プロセッサモジュール１４７０は、インテリジェントハードウェアデバイス、た
とえば、Ｉｎｔｅｌ（登録商標）ＣｏｒｐｏｒａｔｉｏｎまたはＡＭＤ（登録商標）製の
ものなどの中央処理ユニット（ＣＰＵ）、マイクロコントローラ、特定用途向け集積回路
（ＡＳＩＣ）などを含み得る。プロセッサモジュール１４７０は、図８、図９、図１０、
図１１、図１２、および／または図１３に関して上記でまたは本明細書の他の場所で説明
した機能のいずれかを実行し得る。ＵＥ１１５－ｄは、マイクロフォンを介してオーディ
オを受信し、そのオーディオを、受信したオーディオを表す（たとえば、長さ２０ｍｓ、
長さ３０ｍｓなどの）パケットに変換し、そのオーディオパケットをトランシーバモジュ
ール１４１０に与え、ユーザが話しているかどうかの指示を与えるように構成された音声
エンコーダ（図示せず）を含み得る。代替的に、ボイスエンコーダはパケットのみをトラ
ンシーバモジュール１４１０に与え、パケット自体の供給または抑制／抑圧が、ユーザが
話しているかどうかの指示を与え得る。
【００８６】
　[0100]図１４のアーキテクチャによれば、モバイルデバイス１１５－ｄは通信管理モジ
ュール１４６０をさらに含み得る。通信管理モジュール１４６０は、他のモバイルデバイ
ス１１５との通信を管理し得る。例として、通信管理モジュール１４６０は、バスを介し
てモバイルデバイス１１５－ｄの他の構成要素の一部または全部と通信しているモバイル
デバイス１１５－ｄの構成要素であり得る。代替的に、通信管理モジュール１４６０の機
能は、トランシーバモジュール１４１０の構成要素として、コンピュータプログラム製品
として、および／またはプロセッサモジュール１４７０の１つまたは複数のコントローラ
要素として実装され得る。
【００８７】
　[0101]いくつかの実施形態では、ハンドオーバモジュール１４６５は、１つの基地局か
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ら別の基地局へのモバイルデバイス１１５－ｄのハンドオーバプロシージャを実行するた
めに利用され得る。たとえば、ハンドオーバモジュール１４６５は、ボイス通信が基地局
から受信されている、１つの基地局から別の基地局へのモバイルデバイス１１５－ｄのハ
ンドオーバプロシージャを実行し得る。
【００８８】
　[0102]モバイルデバイス１１５－ｄは、さらに、インデックス付けモジュール３０５と
、マッピングモジュール１４９０とを含み得る。インデックス付けモジュール３０５は、
前に説明したようにＥＣＣＥおよびＣＣＥをインデックス付けし得る。マッピングモジュ
ール１４９０は、基地局１０５へのＡＣＫ／ＮＡＣＫインジケータなど、ＨＡＲＱフィー
ドバック情報を送信するために使用するためのアップリンクチャネルリソースを識別する
ために、ＥＣＣＥインデックスまたはＣＣＥインデックスを使用し得る。ＨＡＲＱフィー
ドバック情報は、ダウンリンクサブフレームの関連付けセットに共通するアップリンクサ
ブフレーム中で送信され得る。
【００８９】
　[0103]図１５を参照すると、様々な実施形態による、ワイヤレス通信を管理するための
方法１５００の流れ図が示されている。方法１５００は、限定はしないが、図１、図２、
図３、および／または図４に示されているようなｅＮＢ１０５、ならびに／あるいは図１
、図２、図３、図４、および／または図１４に示されているようなデバイス１１５を含む
、様々なワイヤレス通信デバイスを利用して実装され得る。
【００９０】
　[0104]方法１５００はブロック１５０５において開始し得、ダウンリンクサブフレーム
のセット中のダウンリンク制御メッセージを監視する。監視することは、セットのサブフ
レームのうちの少なくとも１つ中の物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）メッセ
ージを監視することと、セットのサブフレームのうちの少なくとも１つ中の拡張物理ダウ
ンリンク制御チャネル（ＥＰＤＣＣＨ）メッセージを監視することとを含み得る。
【００９１】
　[0105]ブロック１５１０において、ダウンリンクサブフレームのセット中の少なくとも
１つのサブフレーム中の少なくとも１つのダウンリンク制御メッセージを受信する。ダウ
ンリンク制御メッセージはＥＰＤＣＣＨメッセージを含み得る。ブロック１４１５におい
て、ダウンリンクサブフレームのセットに少なくとも部分的に基づいて、拡張制御チャネ
ル要素（ＥＣＣＥ）のためのインデックスを判断する。ＥＣＣＥは、ＥＰＤＣＣＨメッセ
ージを監視するために使用され得る。ブロック１５２０において、ＥＣＣＥのインデック
スに少なくとも部分的に基づいてアップリンク制御チャネルリソースを識別する。ブロッ
ク１５２５において、受信されたダウンリンク制御メッセージのための肯定応答／否定応
答（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）指示を送信する。ＡＣＫ／ＮＡＣＫ指示は、識別されたアップリ
ンク制御チャネルリソース上で送信され得る。
【００９２】
　[0106]したがって、方法１５００は、ＨＡＲＱフィードバック情報のためのアップリン
クチャネルリソースを識別するためにＥＣＣＥをインデックス付けすることによって、ワ
イヤレス通信を管理することを可能にし得る。方法１５００は一実装形態にすぎないこと
、および方法１５００の動作は、他の実装形態が可能であるように、並べ替えられるかま
たは場合によっては変更され得ることに留意されたい。
【００９３】
　[0107]図１６は、様々な実施形態による、ＥＣＣＥの連続的インデックス付けを実行す
ることによってワイヤレス通信を管理するための方法１６００の流れ図である。方法１６
００は、限定はしないが、図１、図２、図３、および／または図４に示されているような
ｅＮＢ１０５、ならびに／あるいは図１、図２、図３、図４、および／または図１４に示
されているようなデバイス１１５を含む、様々なワイヤレス通信デバイスを利用して実装
され得る。
【００９４】
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　[0108]方法１６００はブロック１６０５において開始し得、ダウンリンクサブフレーム
のセット中のダウンリンク制御メッセージを監視する。監視することは、セットのサブフ
レームのうちの少なくとも１つ中のＰＤＣＣＨメッセージを監視することと、セットのサ
ブフレームのうちの少なくとも１つ中のＥＰＤＣＣＨメッセージを監視することとを含み
得る。
【００９５】
　[0109]ブロック１６１０において、ダウンリンクサブフレームのセット中の少なくとも
１つのサブフレーム中の少なくとも１つのダウンリンク制御メッセージを受信する。ダウ
ンリンク制御メッセージはＥＰＤＣＣＨメッセージを含み得る。ブロック１６１５におい
て、ＥＰＤＣＣＨメッセージを監視するために使用されるＥＣＣＥをインデックス付けす
る。ＥＣＣＥは、ダウンリンクサブフレームのセット中の各サブフレームにわたってイン
デックス付けされ得る。一例では、セットのサブフレーム中の各ＥＣＣＥのインデックス
値が増分され得る。
【００９６】
　[0110]ブロック１６２０において、ＥＣＣＥのインデックスに少なくとも部分的に基づ
いてアップリンク制御チャネルリソースを識別する。ブロック１６２５において、受信さ
れたダウンリンク制御メッセージのためのＡＣＫ／ＮＡＣＫ指示を送信する。ＡＣＫ／Ｎ
ＡＣＫ指示は、識別されたアップリンク制御チャネルリソース上で送信され得る。
【００９７】
　[0111]したがって、方法１６００は、サブフレームがＥＰＤＣＣＨを監視するように構
成されているかどうかにかかわらず、ダウンリンクサブフレームのセットの各サブフレー
ム中のＥＣＣＥをインデックス付けすることによって、ワイヤレス通信を管理することを
可能にし得る。方法１６００は一実装形態にすぎないこと、および方法１６００の動作は
、他の実装形態が可能であるように、並べ替えられるかまたは場合によっては変更され得
ることに留意されたい。
【００９８】
　[0112]
　図１７は、様々な実施形態による、ＥＣＣＥの選択的インデックス付けを実行すること
によってワイヤレス通信を管理するための方法１７００の流れ図である。方法１７００は
、限定はしないが、図１、図２、図３、および／または図４に示されているようなｅＮＢ
１０５、ならびに／あるいは図１、図２、図３、図４、および／または図１４に示されて
いるようなデバイス１１５を含む、様々なワイヤレス通信デバイスを利用して実装され得
る。
【００９９】
　[0113]方法１７００はブロック１７０５において開始し得、ダウンリンクサブフレーム
のセット中のダウンリンク制御メッセージを監視する。監視することは、セットのサブフ
レームのうちの少なくとも１つ中のＰＤＣＣＨメッセージを監視することと、セットのサ
ブフレームのうちの少なくとも１つ中のＥＰＤＣＣＨメッセージを監視することとを含み
得る。
【０１００】
　[0114]ブロック１７１０において、ダウンリンクサブフレームのセット中の少なくとも
１つのサブフレーム中の少なくとも１つのダウンリンク制御メッセージを受信する。ダウ
ンリンク制御メッセージはＥＰＤＣＣＨメッセージを含み得る。ブロック１７１５におい
て、ＥＰＤＣＣＨメッセージを監視するために使用されるＥＣＣＥをインデックス付けす
る。ＥＣＣＥは、ＥＰＤＣＣＨメッセージのために構成されたダウンリンクサブフレーム
のセット中のサブフレームにわたってインデックス付けされ得る。ＥＰＤＣＣＨのために
構成されていないセットのサブフレーム中のＥＣＣＥは、インデックス付けされないこと
がある。一例では、ＥＰＤＣＣＨのために構成されたセットのサブフレーム中の各ＥＣＣ
Ｅのインデックス値が増分され得る。
【０１０１】
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　[0115]ブロック１７２０において、ＥＣＣＥのインデックスに少なくとも部分的に基づ
いてアップリンク制御チャネルリソースを識別する。ブロック１７２５において、受信さ
れたダウンリンク制御メッセージのためのＡＣＫ／ＮＡＣＫ指示を送信する。ＡＣＫ／Ｎ
ＡＣＫ指示は、識別されたアップリンク制御チャネルリソース上で送信され得る。
【０１０２】
　[0116]したがって、方法１７００は、ＥＰＤＣＣＨを監視するように構成されたダウン
リンクサブフレームのセットのうちのサブフレーム中のＥＣＣＥをインデックス付けする
ことによって、ワイヤレス通信を管理することを可能にし得る。方法１７００は一実装形
態にすぎないこと、および方法１７００の動作は、他の実装形態が可能であるように、並
べ替えられるかまたは場合によっては変更され得ることに留意されたい。
【０１０３】
　[0117]本明細書で説明した技法は、セルラーワイヤレスシステム、ピアツーピアワイヤ
レス通信、ワイヤレスローカルアクセスネットワーク（ＷＬＡＮ）、アドホックネットワ
ーク、衛星通信システム、および他のシステムなど、様々なワイヤレス通信システムのた
めに使用され得る。「システム」および「ネットワーク」という用語は、しばしば互換的
に使用される。これらのワイヤレス通信システムは、符号分割多重接続（ＣＤＭＡ）、時
分割多重接続（ＴＤＭＡ）、周波数分割多重接続（ＦＤＭＡ）、直交ＦＤＭＡ（ＯＦＤＭ
Ａ）、シングルキャリアＦＤＭＡ（ＳＣ－ＦＤＭＡ）、および／または他の無線技術など
、様々な無線通信技術を採用し得る。概して、ワイヤレス通信は、無線アクセス技術（Ｒ
ＡＴ）と呼ばれる１つまたは複数の無線通信技術の規格化された実装形態に従って行われ
る。無線アクセス技術を実装するワイヤレス通信システムまたはネットワークは、無線ア
クセスネットワーク（ＲＡＮ）と呼ばれることがある。
【０１０４】
　[0118]ＣＤＭＡ技法を採用している無線アクセス技術の例としては、ＣＤＭＡ２０００
、ユニバーサル地上波無線アクセス（ＵＴＲＡ：Universal Terrestrial Radio Access）
などがある。ＣＤＭＡ２０００は、ＩＳ－２０００、ＩＳ－９５およびＩＳ－８５６規格
をカバーする。ＩＳ－２０００リリース０およびＡは、一般に、ＣＤＭＡ２０００　１Ｘ
、１Ｘなどと呼ばれる。ＩＳ－８５６（ＴＩＡ－８５６）は、一般に、ＣＤＭＡ２０００
　１ｘＥＶ－ＤＯ、高速パケットデータ（ＨＲＰＤ：High Rate Packet Data）などと呼
ばれる。ＵＴＲＡは、広帯域ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ（登録商標）：Wideband CDMA）およ
びＣＤＭＡの他の変形態を含む。ＴＤＭＡシステムの例としては、モバイル通信用グロー
バルシステム（ＧＳＭ（登録商標）：Global System for Mobile Communications）の様
々な実装形態がある。ＯＦＤＭおよび／またはＯＦＤＭＡを採用している無線アクセス技
術の例としては、ウルトラモバイルブロードバンド（ＵＭＢ）、発展型ＵＴＲＡ（Ｅ－Ｕ
ＴＲＡ：Evolved UTRA）、ＩＥＥＥ８０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標））、ＩＥＥＥ
８０２．１６（ＷｉＭＡＸ（登録商標））、ＩＥＥＥ８０２．２０、Ｆｌａｓｈ－ＯＦＤ
Ｍ（登録商標）などがある。ＵＴＲＡおよびＥ－ＵＴＲＡは、ユニバーサルモバイルテレ
コミュニケーションシステム（ＵＭＴＳ：Universal Mobile Telecommunication System
）の一部である。３ＧＰＰロングタームエボリューション（ＬＴＥ）およびＬＴＥアドバ
ンスト（ＬＴＥ－Ａ：LTE-Advanced）は、Ｅ－ＵＴＲＡを使用するＵＭＴＳの新しいリリ
ースである。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥ、ＬＴＥ－ＡおよびＧＳＭは、
「第３世代パートナーシッププロジェクト」（３ＧＰＰ：3rd Generation Partnership P
roject）と称する団体からの文書に記載されている。ＣＤＭＡ２０００およびＵＭＢは、
「第３世代パートナーシッププロジェクト２」（３ＧＰＰ２：3rd Generation Partnersh
ip Project 2）と称する団体からの文書に記載されている。本明細書で説明した技法は、
上記のシステムおよび無線技術、ならびに他のシステムおよび無線技術に使用され得る。
【０１０５】
　[0119]添付の図面に関して上記に記載した詳細な説明は、例示的な実施形態について説
明しており、実装され得るまたは特許請求の範囲内に入る実施形態のみを表すものではな
い。この説明全体にわたって使用される「例示的」という用語は、「例、事例、または例
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示の働きをすること」を意味し、「好ましい」または「他の実施形態よりも有利な」を意
味しない。詳細な説明は、説明する技法の理解を与えるための具体的な詳細を含む。ただ
し、これらの技法は、これらの具体的な詳細なしに実施され得る。場合によっては、説明
した実施形態の概念を不明瞭にしないように、よく知られている構造およびデバイスがブ
ロック図の形態で示される。
【０１０６】
　[0120]情報および信号は、様々な異なる技術および技法のいずれかを使用して表され得
る。たとえば、上記の説明全体にわたって言及され得るデータ、命令、コマンド、情報、
信号、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流、電磁波、磁界または磁性粒子、
光場または光学粒子、あるいはそれらの任意の組合せによって表され得る。
【０１０７】
　[0121]本明細書の開示に関して説明した様々な例示的なブロックおよびモジュールは、
汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ
）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）または他のプログラマブル論理
デバイス、個別ゲートまたはトランジスタ論理、個別ハードウェア構成要素、あるいは本
明細書で説明した機能を実行するように設計されたそれらの任意の組合せを用いて実装ま
たは実行され得る。汎用プロセッサはマイクロプロセッサであり得るが、代替として、プ
ロセッサは、任意の従来のプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、または状
態機械であり得る。プロセッサは、コンピューティングデバイスの組合せ、たとえば、Ｄ
ＳＰとマイクロプロセッサとの組合せ、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと連携す
る１つまたは複数のマイクロプロセッサ、あるいは任意の他のそのような構成としても実
装され得る。
【０１０８】
　[0122]本明細書で説明する機能は、ハードウェア、ソフトウェア、ファームウェア、ま
たはそれらの組合せで実装され得る。ソフトウェア／ファームウェアで実装される場合、
機能は、１つまたは複数の命令またはコードとしてコンピュータ可読媒体上に記憶される
か、またはコンピュータ可読媒体を介して送信され得る。他の例および実装形態は、本開
示および添付の特許請求の範囲および趣旨内に入る。たとえば、ソフトウェア／ファーム
ウェアの性質により、上記で説明した機能は、たとえば、プロセッサ、ハードウェア、ハ
ードワイヤリング、またはそれらの組合せによって実行されるソフトウェア／ファームウ
ェアを使用して実装され得る。機能を実装する特徴はまた、機能の部分が、異なる物理ロ
ケーションにおいて実装されるように分散されることを含めて、様々な位置に物理的に配
置され得る。また、特許請求の範囲を含めて、本明細書で使用される場合、「のうちの少
なくとも１つ」で終わる項目の列挙中で使用される「または」は、たとえば、「Ａ、Ｂ、
またはＣのうちの少なくとも１つ」の列挙は、ＡまたはＢまたはＣまたはＡＢまたはＡＣ
またはＢＣまたはＡＢＣ（すなわち、ＡおよびＢおよびＣ）を意味するような選言的列挙
を示す。
【０１０９】
　[0123]コンピュータ可読媒体は、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラムの
転送を可能にする任意の媒体を含む、コンピュータ記憶媒体とコンピュータ通信媒体の両
方を含む。記憶媒体は、汎用または専用コンピュータによってアクセスされ得る任意の利
用可能な媒体であり得る。限定ではなく例として、コンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、Ｒ
ＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）、ＣＤ－ＲＯＭ、あるいは他の光ディスクストレージ、
磁気ディスクストレージまたは他の磁気ストレージデバイス、あるいは命令またはデータ
構造の形態の所望のプログラムコード手段を搬送または記憶するために使用でき、汎用ま
たは専用コンピュータあるいは汎用または専用プロセッサによってアクセスできる、任意
の他の媒体を備え得る。また、いかなる接続もコンピュータ可読媒体と適切に呼ばれる。
たとえば、ソフトウェア／ファームウェアが、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツ
イストペア、デジタル加入者回線（ＤＳＬ）、または赤外線、無線、およびマイクロ波な
どのワイヤレス技術を使用して、ウェブサイト、サーバ、または他のリモートソースから
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送信される場合、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または
赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術は、媒体の定義に含まれる。本明
細書で使用されるディスク（disk）およびディスク（disc）は、コンパクトディスク（di
sc）（ＣＤ）、レーザーディスク（登録商標）（disc）、光ディスク（disc）、デジタル
多用途ディスク（disc）（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスク（disk）およびＢ
ｌｕ－ｒａｙ（登録商標）ディスク（disc）を含み、ディスク（disk）は、通常、データ
を磁気的に再生し、ディスク（disc）は、データをレーザーで光学的に再生する。上記の
組合せも、コンピュータ可読媒体の範囲内に含まれる。
【０１１０】
　[0124]本開示についての以上の説明は、当業者が本開示を作成または使用することがで
きるように与えたものである。本開示への様々な修正は当業者には容易に明らかとなり、
本明細書で定義した一般原理は、本開示の趣旨または範囲から逸脱することなく他の変形
形態に適用され得る。本開示全体にわたって、「例」または「例示的」という用語は、一
例または一事例を示すものであり、言及した例についての選好を暗示せず、または必要と
しない。したがって、本開示は、本明細書で説明した例および設計に限定されるべきでな
く、本明細書で開示する原理および新規の特徴に合致する最も広い範囲を与えられるべき
である。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　ワイヤレス通信において制御チャネル要素をインデックス付けする方法であって、
　ダウンリンクサブフレームのセット中のダウンリンク制御メッセージを監視することと
、ここにおいて、前記監視することが、前記セットの前記サブフレームのうちの少なくと
も１つ中の物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）メッセージを監視することと、
前記セットの前記サブフレームのうちの少なくとも１つ中の拡張物理ダウンリンク制御チ
ャネル（ＥＰＤＣＣＨ）メッセージを監視することとを備える、
　ダウンリンクサブフレームの前記セット中の少なくとも１つのサブフレーム中の少なく
とも１つのダウンリンク制御メッセージを受信することと、前記ダウンリンク制御メッセ
ージがＥＰＤＣＣＨメッセージを備える、
　ダウンリンクサブフレームの前記セットに少なくとも部分的に基づいて、前記ＥＰＤＣ
ＣＨメッセージを監視するために使用される拡張制御チャネル要素（ＥＣＣＥ）のための
インデックスを判断することと、
　前記ＥＣＣＥの前記インデックスに少なくとも部分的に基づいてアップリンク制御チャ
ネルリソースを識別することと、
　前記識別されたアップリンク制御チャネルリソース上で、前記受信されたダウンリンク
制御メッセージに関連付けられた肯定応答／否定応答（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）指示を送信す
ることと
　を備える、方法。
［Ｃ２］
　ＥＣＣＥのための前記インデックスを判断することが、ダウンリンクサブフレームの前
記セット中のサブフレームの総数に基づく、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］
　サブフレームの前記総数は、ＰＤＣＣＨメッセージが監視されるサブフレームと、ＥＰ
ＤＣＣＨメッセージが監視されるサブフレームとを備える、Ｃ２に記載の方法。
［Ｃ４］
　前記ＡＣＫ／ＮＡＣＫ指示を前記送信することは、
　単一のアップリンクサブフレーム中で前記ＡＣＫ／ＮＡＣＫ指示を送信することを備え
、前記単一のアップリンクサブフレームが、ダウンリンクサブフレームの前記セット中の
前記サブフレームの各々のための共通アップリンクサブフレームである、Ｃ１に記載の方
法
［Ｃ５］
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　前記ＥＰＤＣＣＨメッセージを監視するために使用される前記ＥＣＣＥをインデックス
付けすることをさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ６］
　前記ＥＣＣＥをインデックス付けすることが、
　ダウンリンクサブフレームの前記セット中の１つまたは複数のサブフレーム中のインデ
ックス値を増分することを備える、Ｃ５に記載の方法。
［Ｃ７］
　前記インデックス値が、ダウンリンクサブフレームの前記セット中の各サブフレーム中
で増分される、Ｃ６に記載の方法。
［Ｃ８］
　複数のＥＰＤＣＣＨリソースセットのための構成を受信することと、各ＥＰＤＣＣＨリ
ソースセットが、２つ以上の物理リソースブロック（ＰＲＢ）ペアを備える、
　ダウンリンクサブフレームの前記セット中の各サブフレーム中の各それぞれのＥＰＤＣ
ＣＨリソースセットに関する前記インデックス値を増分することと
　をさらに備える、Ｃ６に記載の方法。
［Ｃ９］
　ダウンリンクサブフレームの前記セット中の各サブフレームが、前記ＰＤＣＣＨメッセ
ージまたは前記ＥＰＤＣＣＨメッセージのうちの１つを備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１０］
　ダウンリンクサブフレームの前記セット中の各サブフレームがＥＰＤＣＣＨメッセージ
を備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１１］
　ダウンリンクサブフレームの前記セット中の少なくとも１つのサブフレーム中の少なく
とも１つのダウンリンク制御メッセージを受信することをさらに備え、前記ダウンリンク
制御メッセージがＰＤＣＣＨメッセージを備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１２］
　ダウンリンクサブフレームの前記セットに少なくとも部分的に基づいて、前記ＰＤＣＣ
Ｈメッセージを監視するために使用される制御チャネル要素（ＣＣＥ）のためのインデッ
クスを判断することと、
　前記ＣＣＥの前記インデックスに少なくとも部分的に基づいてアップリンク制御チャネ
ルリソースを識別することと、
　前記識別されたアップリンク制御チャネルリソース上で、前記ＰＤＣＣＨメッセージを
備える前記受信されたダウンリンク制御メッセージのためのＡＣＫ／ＮＡＣＫ指示を送信
することと
　をさらに備える、Ｃ１１に記載の方法。
［Ｃ１３］
　ＣＣＥのための前記インデックスを判断することが、ダウンリンクサブフレームの前記
セット中のサブフレームの総数に基づく、Ｃ１２に記載の方法。
［Ｃ１４］
　サブフレームの前記総数は、ＰＤＣＣＨメッセージが監視されるサブフレームと、ＥＰ
ＤＣＣＨメッセージが監視されるサブフレームとを備える、Ｃ１３に記載の方法。
［Ｃ１５］
　前記ＥＰＤＣＣＨメッセージに関連付けられたインデックスを識別することをさらに備
え、前記インデックスが、ダウンリンクサブフレームの前記セット中の前記サブフレーム
のすべてに基づく、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１６］
　ダウンリンクサブフレームの前記セット中の前記サブフレームの各々が、連続するダウ
ンリンクサブフレームである、Ｃ１５に記載の方法。
［Ｃ１７］
　前記ワイヤレス通信が、時分割複信（ＴＤＤ）ロングタームエボリューション（ＬＴＥ
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）システムを備えるワイヤレス通信システムにおいて実行される、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１８］
　ダウンリンクサブフレームの前記セット中のサブフレームの前記数が、前記ＴＤＤ　Ｌ
ＴＥシステムのために指定されたダウンリンクおよびアップリンクサブフレーム構成に少
なくとも部分的に依存する、Ｃ１７に記載の方法。
［Ｃ１９］
　前記ダウンリンク制御メッセージがダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）チャネルメッセー
ジを備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ２０］
　前記ＥＰＤＣＣＨメッセージが、前記モバイルデバイスに固有の探索空間中で監視され
る、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ２１］
　前記ＥＰＤＣＣＨメッセージが、２つ以上のモバイルデバイスに共通の探索空間中で監
視される、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ２２］
　ワイヤレス通信において制御チャネル要素をインデックス付けするための装置であって
、
　ダウンリンクサブフレームのセット中のダウンリンク制御メッセージを監視するための
手段と、ここにおいて、前記監視することが、前記セットの前記サブフレームのうちの少
なくとも１つ中の物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）メッセージを監視するこ
とと、前記セットの前記サブフレームのうちの少なくとも１つ中の拡張物理ダウンリンク
制御チャネル（ＥＰＤＣＣＨ）メッセージを監視することとを備える、
　ダウンリンクサブフレームの前記セット中の少なくとも１つのサブフレーム中の少なく
とも１つのダウンリンク制御メッセージを受信するための手段と、前記ダウンリンク制御
メッセージがＥＰＤＣＣＨメッセージを備える、
　ダウンリンクサブフレームの前記セットに少なくとも部分的に基づいて、前記ＥＰＤＣ
ＣＨメッセージを監視するために使用される拡張制御チャネル要素（ＥＣＣＥ）のための
インデックスを判断するための手段と、
　前記ＥＣＣＥの前記インデックスに少なくとも部分的に基づいてアップリンク制御チャ
ネルリソースを識別するための手段と、
　前記識別されたアップリンク制御チャネルリソース上で、前記受信されたダウンリンク
制御メッセージに関連付けられた肯定応答／否定応答（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）指示を送信す
るための手段と
　を備える、装置。
［Ｃ２３］
　ＥＣＣＥのための前記インデックスを判断するための前記手段が、ダウンリンクサブフ
レームの前記セット中のサブフレームの総数に基づく、Ｃ２２に記載の装置。
［Ｃ２４］
　サブフレームの前記総数は、ＰＤＣＣＨメッセージが監視されるサブフレームと、ＥＰ
ＤＣＣＨメッセージが監視されるサブフレームとを備える、Ｃ２３に記載の装置。
［Ｃ２５］
　前記ＡＣＫ／ＮＡＣＫ指示を送信するための前記手段は、
　単一のアップリンクサブフレーム中で前記ＡＣＫ／ＮＡＣＫ指示を送信するための手段
を備え、前記単一のアップリンクサブフレームが、ダウンリンクサブフレームの前記セッ
ト中の前記サブフレームの各々のための共通アップリンクサブフレームである、Ｃ２２に
記載の装置。
［Ｃ２６］
　前記ＥＰＤＣＣＨメッセージを監視するために使用される前記ＥＣＣＥをインデックス
付けするための手段をさらに備える、Ｃ２２に記載の装置。
［Ｃ２７］
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　前記ＥＣＣＥをインデックス付けするための前記手段が、
　ダウンリンクサブフレームの前記セット中の１つまたは複数のサブフレーム中のインデ
ックス値を増分するための手段を備える、Ｃ２６に記載の装置。
［Ｃ２８］
　前記インデックス値が、ダウンリンクサブフレームの前記セット中の各サブフレーム中
で増分される、Ｃ２７に記載の装置。
［Ｃ２９］
　複数のＥＰＤＣＣＨリソースセットのための構成を受信するための手段と、各ＥＰＤＣ
ＣＨリソースセットが、２つ以上の物理リソースブロック（ＰＲＢ）ペアを備える、
　ダウンリンクサブフレームの前記セット中の各サブフレーム中の各それぞれのＥＰＤＣ
ＣＨリソースセットに関する前記インデックス値を増分するための手段と
　をさらに備える、Ｃ２７に記載の装置。
［Ｃ３０］
　ダウンリンクサブフレームの前記セット中の各サブフレームが、前記ＰＤＣＣＨメッセ
ージまたは前記ＥＰＤＣＣＨメッセージのうちの１つを備える、Ｃ２２に記載の装置。
［Ｃ３１］
　ダウンリンクサブフレームの前記セット中の各サブフレームがＥＰＤＣＣＨメッセージ
を備える、Ｃ２２に記載の装置。
［Ｃ３２］
　ダウンリンクサブフレームの前記セット中の少なくとも１つのサブフレーム中の少なく
とも１つのダウンリンク制御メッセージを受信するための手段をさらに備え、前記ダウン
リンク制御メッセージがＰＤＣＣＨメッセージを備える、Ｃ２２に記載の装置。
［Ｃ３３］
　ダウンリンクサブフレームの前記セットに少なくとも部分的に基づいて、前記ＰＤＣＣ
Ｈメッセージを監視するために使用される制御チャネル要素（ＣＣＥ）のためのインデッ
クスを判断するための手段と、
　前記ＣＣＥの前記インデックスに少なくとも部分的に基づいてアップリンク制御チャネ
ルリソースを識別するための手段と、
　前記識別されたアップリンク制御チャネルリソース上で、前記ＰＤＣＣＨメッセージを
備える前記受信されたダウンリンク制御メッセージのためのＡＣＫ／ＮＡＣＫ指示を送信
するための手段と
　をさらに備える、Ｃ２２に記載の装置。
［Ｃ３４］
　ＣＣＥのための前記インデックスを判断するための前記手段が、ダウンリンクサブフレ
ームの前記セット中のサブフレームの総数に基づく、Ｃ３３に記載の装置。
［Ｃ３５］
　サブフレームの前記総数は、ＰＤＣＣＨメッセージが監視されるサブフレームと、ＥＰ
ＤＣＣＨメッセージが監視されるサブフレームとを備える、Ｃ３４に記載の装置。
［Ｃ３６］
　前記ＥＰＤＣＣＨメッセージに関連付けられたインデックスを識別するための手段をさ
らに備え、前記インデックスが、ダウンリンクサブフレームの前記セット中の前記サブフ
レームのすべてに基づく、Ｃ２２に記載の装置。
［Ｃ３７］
　ダウンリンクサブフレームの前記セット中の前記サブフレームの各々が、連続するダウ
ンリンクサブフレームである、Ｃ３６に記載の装置。
［Ｃ３８］
　前記ワイヤレス通信が、時分割複信（ＴＤＤ）ロングタームエボリューション（ＬＴＥ
）システムを備えるワイヤレス通信システムにおいて実行される、Ｃ２２に記載の装置。
［Ｃ３９］
　ダウンリンクサブフレームの前記セット中のサブフレームの前記数が、前記ＴＤＤ　Ｌ
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ＴＥシステムのために指定されたダウンリンクおよびアップリンクサブフレーム構成に少
なくとも部分的に依存する、Ｃ３８に記載の装置。
［Ｃ４０］
　前記ダウンリンク制御メッセージがダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）チャネルメッセー
ジを備える、Ｃ２２に記載の装置。
［Ｃ４１］
　前記ＥＰＤＣＣＨメッセージが、前記モバイルデバイスに固有の探索空間中で監視され
る、Ｃ２２に記載の装置。
［Ｃ４２］
　前記ＥＰＤＣＣＨメッセージが、２つ以上のモバイルデバイスに共通の探索空間中で監
視される、Ｃ２２に記載の装置。
［Ｃ４３］
　ワイヤレス通信において制御チャネル要素をインデックス付けするための装置であって
、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信しているメモリと、
　前記メモリに記憶された命令と
　を備え、前記命令が、
　　ダウンリンクサブフレームのセット中のダウンリンク制御メッセージを監視すること
と、ここにおいて、前記監視することが、前記セットの前記サブフレームのうちの少なく
とも１つ中の物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）メッセージを監視することと
、前記セットの前記サブフレームのうちの少なくとも１つ中の拡張物理ダウンリンク制御
チャネル（ＥＰＤＣＣＨ）メッセージを監視することとを備える、
　　ダウンリンクサブフレームの前記セット中の少なくとも１つのサブフレーム中の少な
くとも１つのダウンリンク制御メッセージを受信することと、前記ダウンリンク制御メッ
セージがＥＰＤＣＣＨメッセージを備える、
　　ダウンリンクサブフレームの前記セットに少なくとも部分的に基づいて、前記ＥＰＤ
ＣＣＨメッセージを監視するために使用される拡張制御チャネル要素（ＥＣＣＥ）のため
のインデックスを判断することと、
　　前記ＥＣＣＥの前記インデックスに少なくとも部分的に基づいてアップリンク制御チ
ャネルリソースを識別することと、
　　前記識別されたアップリンク制御チャネルリソース上で、前記受信されたダウンリン
ク制御メッセージに関連付けられた肯定応答／否定応答（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）指示を送信
することと
　を行うために前記プロセッサによって実行可能である、装置。
［Ｃ４４］
　ＥＣＣＥのための前記インデックスを判断するための前記命令が、ダウンリンクサブフ
レームの前記セット中のサブフレームの総数に基づく、Ｃ４３に記載の装置。
［Ｃ４５］
　サブフレームの前記総数は、ＰＤＣＣＨメッセージが監視されるサブフレームと、ＥＰ
ＤＣＣＨメッセージが監視されるサブフレームとを備える、Ｃ４４に記載の装置。
［Ｃ４６］
　前記ＡＣＫ／ＮＡＣＫ指示を送信するための前記命令は、
　単一のアップリンクサブフレーム中で前記ＡＣＫ／ＮＡＣＫ指示を送信するために前記
プロセッサによって実行可能であり、前記単一のアップリンクサブフレームが、ダウンリ
ンクサブフレームの前記セット中の前記サブフレームの各々のための共通アップリンクサ
ブフレームである、Ｃ４３に記載の装置。
［Ｃ４７］
　前記命令が、
　前記ＥＰＤＣＣＨメッセージを監視するために使用される前記ＥＣＣＥをインデックス
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付けするために前記プロセッサによって実行可能である、Ｃ４３に記載の装置。
［Ｃ４８］
　前記ＥＣＣＥをインデックス付けするための前記命令が、
　ダウンリンクサブフレームの前記セット中の１つまたは複数のサブフレーム中のインデ
ックス値を増分するために前記プロセッサによって実行可能である、Ｃ４７に記載の装置
。
［Ｃ４９］
　前記インデックス値が、ダウンリンクサブフレームの前記セット中の各サブフレーム中
で増分される、Ｃ４８に記載の装置。
［Ｃ５０］
　前記命令が、
　複数のＥＰＤＣＣＨリソースセットのための構成を受信することと、各ＥＰＤＣＣＨリ
ソースセットが、２つ以上の物理リソースブロック（ＰＲＢ）ペアを備える、
　ダウンリンクサブフレームの前記セット中の各サブフレーム中の各それぞれのＥＰＤＣ
ＣＨリソースセットに関する前記インデックス値を増分することと
　を行うために前記プロセッサによって実行可能である、Ｃ４８に記載の装置。
［Ｃ５１］
　ダウンリンクサブフレームの前記セット中の各サブフレームが、前記ＰＤＣＣＨメッセ
ージまたは前記ＥＰＤＣＣＨメッセージのうちの１つを備える、Ｃ４３に記載の装置。
［Ｃ５２］
　ダウンリンクサブフレームの前記セット中の各サブフレームがＥＰＤＣＣＨメッセージ
を備える、Ｃ４３に記載の装置。
［Ｃ５３］
　ワイヤレス通信において制御チャネル要素をインデックス付けするためのコンピュータ
プログラム製品であって、前記コンピュータプログラム製品は、
　ダウンリンクサブフレームのセット中のダウンリンク制御メッセージを監視することと
、ここにおいて、前記監視することが、前記セットの前記サブフレームのうちの少なくと
も１つ中の物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）メッセージを監視することと、
前記セットの前記サブフレームのうちの少なくとも１つ中の拡張物理ダウンリンク制御チ
ャネル（ＥＰＤＣＣＨ）メッセージを監視することとを備える、
　ダウンリンクサブフレームの前記セット中の少なくとも１つのサブフレーム中の少なく
とも１つのダウンリンク制御メッセージを受信することと、前記ダウンリンク制御メッセ
ージがＥＰＤＣＣＨメッセージを備える、
　ダウンリンクサブフレームの前記セットに少なくとも部分的に基づいて、前記ＥＰＤＣ
ＣＨメッセージを監視するために使用される拡張制御チャネル要素（ＥＣＣＥ）のための
インデックスを判断することと、
　前記ＥＣＣＥの前記インデックスに少なくとも部分的に基づいてアップリンク制御チャ
ネルリソースを識別することと、
　前記識別されたアップリンク制御チャネルリソース上で、前記受信されたダウンリンク
制御メッセージに関連付けられた肯定応答／否定応答（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）指示を送信す
ることと
　を行うためにプロセッサによって実行可能な命令を記憶している非一時的コンピュータ
可読媒体を備える、コンピュータプログラム製品。
［Ｃ５４］
　ＥＣＣＥのための前記インデックスを判断するための前記命令が、ダウンリンクサブフ
レームの前記セット中のサブフレームの総数に基づく、Ｃ５３に記載のコンピュータプロ
グラム製品。
［Ｃ５５］
　サブフレームの前記総数は、ＰＤＣＣＨメッセージが監視されるサブフレームと、ＥＰ
ＤＣＣＨメッセージが監視されるサブフレームとを備える、Ｃ５４に記載のコンピュータ
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プログラム製品。
［Ｃ５６］
　前記ＡＣＫ／ＮＡＣＫ指示を送信するための前記命令は、
　単一のアップリンクサブフレーム中で前記ＡＣＫ／ＮＡＣＫ指示を送信するために前記
プロセッサによって実行可能であり、前記単一のアップリンクサブフレームが、ダウンリ
ンクサブフレームの前記セット中の前記サブフレームの各々のための共通アップリンクサ
ブフレームである、Ｃ５３に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ５７］
　前記命令が、
　前記ＥＰＤＣＣＨメッセージを監視するために使用される前記ＥＣＣＥをインデックス
付けするために前記プロセッサによって実行可能である、Ｃ５３に記載のコンピュータプ
ログラム製品。

【図１】 【図２】
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